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探
す
。見
つ
け
る
。自
分
だ
け
の
赤
「
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
」オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

「
能
登
丼
」「
能
登
回
廊
１
０
０
選
」
な
ど
、

石
川
県
と
奥
能
登
４
市
町
（
能
登
町
、

珠
洲
市
、
輪
島
市
、
穴
水
町
）、
民
間
事
業
者
、

地
域
づ
く
り
団
体
な
ど
が
連
携
し
て
取
り
組
む

「
奥
能
登
ウ
エ
ル
カ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
そ
の

事
業
の
一
つ
と
し
て「
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
」

の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
実
施
に
合
わ
せ

て
、
公
開
す
る
個
人
の
庭
に
関
す
る
情
報
や
、

庭
を
ご
覧
に
な
る
時
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
が

書
か
れ
た
地
域
情
報
誌「
ｎ
ｏ
ｔ
ｏ
色（
の
と
い

ろ
）」を
発
刊
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
概
要

①
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
は

    

個
人
所
有
の
庭
な
ど
を
一
般
の
人
に
公
開
す

る
こ
と
。
今
年
は
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
連
絡

協
議
会
の
協
力
を
得
て
、
会
員
宅
な
ど
を
無
料

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

②
実
施
期
間

　

4
月
27
日
㈰
〜
５
月
25
日
㈰

③
実
施
場
所

    

公
開
す
る
庭
は
奥
能
登
一
円
で
34
カ
所
。
詳

し
く
は
地
域
情
報
誌「
ｎ
ｏ
ｔ
ｏ
色（
の
と
い

ろ
）」で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
庭
先

に
案
内
サ
イ
ン
（
イ
メ
ー
ジ
①
）、
付
近
に
誘

導
サ
イ
ン
（
イ
メ
ー
ジ
②
）
が
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。

地
域
情
報
誌

「
ｎ
ｏ
ｔ
ｏ
色（
の
と
い
ろ
）」創
刊
号

    

の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
を
テ
ー
マ
に
し
た
奥

能
登
の
見
ど
こ
ろ
や
お
す
す
め
散
策
コ
ー
ス
な

ど
の
ス
ポ
ッ
ト
情
報
を
、
若
い
女
性
を
主
人
公

に
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
絡
め
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。
奥
能
登
の
道
の
駅
や
公
共
宿
泊
施
設
な
ど

（
24
カ
所
）
で
１
冊
３
０
０
円
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

◇
能
登
町
内
取
扱
店

「
道
の
駅 

桜
峠
」「
街
の
駅 

ぽ
っ
ぽ
家
」「
内
浦

ふ
れ
あ
い
市
場
」「
ラ
ブ
ロ
恋
路
」「
真
脇
ポ
ー

レ
ポ
ー
レ
」「
国
民
宿
舎
能
登
や
な
ぎ
だ
荘
」「
国

民
宿
舎
能
登
う
し
つ
荘
」「
能
登
七
見
健
康
福

祉
の
郷 

な
ご
み
」「
能
登
海
洋
深
層
水
施
設
」

問
奥
能
登
ウ
エ
ル
カ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協

議
会
事
務
局
（
奥
能
登
総
合
事
務
所
企
画
振
興

課
）
☎
０
７
６
８
（
２
６
）
２
３
０
３

地域情報誌
「ｎｏｔｏ色（のといろ）」

のとキリシマツツジ

▲イメージ②誘導サイン

▲イメージ①案内サイン
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▲今月の表紙

　藤波・神目神社の春祭
り「酒樽がえし」が 4 月
2 日に行われました。下
帯姿の男衆 10 人が、田ん
ぼや海で酒樽を奪い合う
姿をカメラに収めようと、
たくさんのカメラマンも
訪れていました。

文
化
財

見
聞
録

文
化
財

見
聞
録

「
五
十
里
の
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
」

「
鵜
川
の
イ
ド
リ
祭
り
」
が

県
指
定
文
化
財
へ

文
化
財
は
町
の
大
切
な
宝
物
。
現
在
、
能
登
町

に
は
国
指
定
8
件
、
県
指
定
16
件
、
町
指
定

３
６
６
件
の
指
定
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
4
月

に
は
「
五
十
里
の
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
」
と
「
鵜

川
の
イ
ド
リ
祭
り
」
の
2
件
が
同
時
に
県
指
定
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
町
の
文
化
財
（
国
、
県
指
定
）
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
能
登
町
の
文
化
財
の
特
徴
や
そ
の

重
要
度
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
集

文化財の種類 重要なもの 特に価値の高いもの 備　考

文
化
財

有形文化財
重要文化財 国宝 建造物、美術工芸品（絵画・彫刻・工芸品・書跡・

典籍・古文書・考古資料・歴史的資料）など

登録有形文化財 保存と活用が特に必要なものを登録

無形文化財 重要無形文化財 演劇・音楽・工芸技術など。個人が持つ技能・
技術が指定された場合は「人間国宝」と俗称

民俗文化財

重要無形民俗文化財 衣食住・生業・信仰・年中行事などに関する風
俗慣習・民俗芸能・風俗技術など

重要有形民俗文化財 無形民俗文化財に用いられる衣服・器具・家具
など

登録有形民俗文化財 保存と活用が特に必要なものを登録

記念物

史跡 特別史跡 貝塚・古墳・都城跡・旧宅など

名勝 特別名勝 庭園・橋梁・峡谷・海浜・山岳など

天然記念物 特別天然記念物 動物・植物・地質鉱物など

登録記念物 保存と活用が特に必要なものを登録

文化的景観 重要文化的景観 棚田・里山・用水路など地域の人々の生活・生
業や風土により形成された景観地

伝統的建造物群 伝統的建造物群保存
地区

重要伝統的建造物群
保存地区

宿場町・城下町・農漁村など周囲の環境と一体
となって歴史的風致を形成している伝統的な建
造物群

文化財の保存技術 選定保存技術 文化財の保存に必要な材料や製作・修理・修復
の技術など

文化財の分類

Photo：五十里ののとキリシマツツジ
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県
文
化
財
保
護
審
議
会
は
3
月
28
日
、
5
件
を
県
文
化
財
に
指
定

す
る
よ
う
答
申
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の
2
件
が
能
登
町
の
「
五
十

里
の
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
」
と
「
鵜
川
の
イ
ド
リ
祭
り
」
で
す
。

「
今

年
も
何
と
か
咲
い
て

く
れ
た
」。
新
し
く

県
指
定
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
「
五
十
里
の
の
と
キ

リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
」
を
所
有
す
る
酒
井

一
以
さ
ん
は
毎
年
、
紫
色
の
花
が
咲

く
と
こ
う
思
う
と
い
う
。

紫
色
で
は
県
内
最
大

　

燃
え
る
よ
う
な
赤
色
が
特
徴
の
の

と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
中
で
、
異
彩

を
放
つ
紫
色
の
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
。

樹
高
約
１
・
３
㍍
、
枝
張
り
約
２
・
４

㍍
は
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
る
も
の
で

は
石
川
県
内
最
大
で
あ
り
、
樹
齢
約

２
５
０
年
は
最
も
古
い
と
さ
れ
る
。

　
「
調
査
に
来
た
大
学
の
先
生
か
ら

は
、『
こ
れ
だ
け
大
き
い
も
の
は
日

本
に
も
数
少
な
い
』
と
言
わ
れ
た
」

と
い
う
酒
井
さ
ん
。
古
木
な
ど
の
天

然
記
念
物
が
比
較
的
多
い
神
社
仏
閣

で
は
な
く
、
個
人
宅
の
庭
先
に
な
ぜ

こ
れ
ほ
ど
の
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
こ
の
場
所
は
朝
日
が
十
分
に
当

た
り
、
水
気
が
多
く
て
水
は
け
が
良

い
。
キ
リ
シ
マ
に
と
っ
て
は
す
ご
く

い
い
環
境
と
良
く
言
わ
れ
る
」
と
話

す
酒
井
さ
ん
の
庭
は
、
水
田
よ
り
も

１
・
５
㍍
ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
て
、

す
ぐ
側
に
池
も
あ
る
。
ま
た
、
道
路

沿
い
か
ら
も
一
目
り
ょ
う
然
な
の
で

毎
年
た
く
さ
ん
の
人
が
紫
色
の
キ
リ

シ
マ
を
見
に
訪
れ
る
と
い
う
。

　
「
見
ご
ろ
は
5
月
中
旬
、
自
分
が

死
ぬ
ま
で
枯
れ
ず
に
咲
い
て
ほ
し

い
」
と
願
う
酒
井
さ
ん
の
愛
情
が
込

め
ら
れ
た
紫
色
の
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ

は
、
も
う
す
ぐ
見
ご
ろ
を
迎
え
る
。

学
術
的
に
証
明
さ
れ
た
価
値

　
「
学
術
的
調
査
で
こ
の
キ
リ
シ
マ

ツ
ツ
ジ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
た
」
と

話
す
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
連
絡
協

議
会
会
長
の
宮
本
康
一
さ
ん
（
72
）

＝
笹
川
＝
は
数
年
前
か
ら
県
の
文
化

財
保
護
審
議
委
員
に
こ
の
キ
リ
シ
マ

の
価
値
を
訴
え
て
き
た
。

　
「
大
学
の
先
生
に
よ
る
学
術
調
査

や
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
得
て
、
こ
の
キ
リ

シ
マ
が
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
」
と
い
う
。

　

宮
本
さ
ん
に
よ
る
と
、
紫
色
の
キ

リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
は
九
州
地
方
で
も
高

い
場
所
に
し
か
咲
か
な
い
花
で
、
本

州
で
も
能
登
が
南
端
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
元
々
高
い
場
所

で
育
つ
キ
リ
シ
マ
が
低
地
に
あ
る
た

め
成
長
が
遅
く
、
枯
れ
や
す
い
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
と
い
う
。

ま
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果
、
能
登
各

地
の
紫
色
の
キ
リ
シ
マ
の
古
木
と
遺

伝
的
に
同
じ
で
酒
井
家
の
キ
リ
シ
マ

か
ら
株
分
け
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。

　
「
繁
殖
力
、
成
長
力
が
弱
い
こ
の

キ
リ
シ
マ
の
紫
色
は
、
咲
く
と
赤
色

と
は
違
う
独
特
の
美
し
さ
が
あ
る
」

と
い
う
宮
本
さ
ん
に
と
っ
て
、
紫
色

の
花
の
存
在
は
、
能
登
半
島
が
キ
リ

シ
マ
の
植
生
に
適
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
「
能
登
半
島
に
は
３
０
０
本
以
上

の
キ
リ
シ
マ
の
古
木
が
あ
る
。
分
布

の
規
模
は
日
本
一
で
あ
り
、
ほ
か
の

地
域
で
は
ま
ね
で
き
な
い
も
の
だ
」。

　

宮
本
さ
ん
が
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ

ジ
に
描
く
夢
は
広
が
っ
て
い
る
。

五
い か り

十里の
のとキリシマツツジ

「
イ

ド
リ
祭
り
は
５
０
０

年
以
上
続
い
て
き
た

祭
り
。
今
回
の
指
定

が
祭
り
に
参
加
す
る
皆
さ
ん
の
励
み

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
話
す
菅
原

神
社
宮
司
で
保
存
会
会
長
の
梅
田
真

人
さ
ん
。
先
代
の
宮
司
で
あ
る
父
親

が
亡
く
な
っ
た
26
歳
の
時
か
ら
15
年

間
、
イ
ド
リ
祭
り
の
主
宰
を
任
さ
れ

て
い
る
。「
最
初
の
こ
ろ
は
右
も
左

も
分
か
ら
な
い
状
態
。
皆
さ
ん
に
い

ろ
い
ろ
と
教
え
て
も
ら
い
、
励
ま
し

て
も
ら
い
な
が
ら
覚
え
て
い
っ
た
」

と
当
時
を
振
り
返
る
。

供
え
た
大
鏡
餅
を
非
難
す
る

　

イ
ド
リ
祭
り
は
八
講
祭
と
も
呼
ば

れ
、
11
月
1
日
か
ら
8
日
ま
で
の
8

日
間
行
わ
れ
る
収
穫
感
謝
祭
。鵜
川
・

七
見
・
小
垣
・
谷
屋
・
竹た
け
わ
ら原

（
穴
水

町
）・
太お
た
が
わ

田
川
（
穴
水
町
）
の
近
隣

6
つ
の
地
区
の
う
ち
毎
年
２
つ
の
地

区
が
当
番
制
で
祭
り
を
行
う
。
7
日

の
大
祭
の
日
に
は
当
番
の
地
区
が

作
っ
た
小
餅
と
直
径
１
・
２
㍍
の
大

鏡
餅
の
イ
ド
リ
（
＝
非
難
す
る
の
意

味
）
と
弁
護
を
繰
り
返
す
。

　

餅
は
翌
年
の
当
番
が
持
ち
帰
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
「
薄
い
、
形
が

悪
い
」
な
ど
と
い
っ
て
、
な
か
な
か

受
け
取
ろ
う
と
し
な
い
。
そ
こ
で
主

宰
で
あ
る
梅
田
さ
ん
と
主
賓
で
あ
る

伝で
ん
べ
い

兵
衛
（
広
田
鍬
次
郎
さ
ん
＝
鵜
川

＝
）
が
仲
介
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
昔
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
ケ
ン

カ
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
各
地
区
は
祭
り

に
対
し
て
真
剣
で
一
生
懸
命
に
餅
を

作
っ
て
く
る
」
と
話
す
梅
田
さ
ん
。

毎
年
い
か
に
仲
裁
し
て
祭
り
を
収
め

る
か
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
。

中
世
宮
座
制
を
今
に
伝
え
る

　

宮
を
中
心
と
し
て
近
隣
の
村
の
名
み
ょ
う

（
＝
名
主
）
が
集
ま
り
祭
り
を
行
う

中
世
の
宮
座
制
を
現
代
に
伝
え
て
い

る
こ
の
イ
ド
リ
祭
り
は
、
記
録
保
存

を
講
ず
べ
き
文
化
財
と
し
て
文
化
庁

の
「
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
選

ば
れ
て
い
る
。
全
国
に
数
少
な
い
宮

座
制
が
残
る
事
例
の
中
で
も
、
イ
ド

リ
祭
り
が
最
も
強
く
そ
の
形
を
残
し

て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
梅
田

さ
ん
も
「
祭
り
の
準
備
は
す
べ
て
女

人
禁
制
。
昔
の
や
り
方
を
守
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
」
と
祭
り
に
対
す

る
こ
だ
わ
り
を
見
せ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
後
継
者
不

足
は
深
刻
な
問
題
だ
。「
時
代
が
変

わ
っ
て
8
日
間
ず
っ
と
祭
り
を
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
し
、
10

数
世
帯
し
か
な
い
地
区
も
あ
る
。
そ

れ
で
も
各
地
区
が
５
０
０
年
以
上
こ

の
祭
り
を
続
け
て
き
た
こ
と
が
す
ご

い
こ
と
」
な
の
だ
と
い
う
。

　

稲
作
を
表
す
餅
を
イ
ド
ル
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
1
年
を
笑
い
飛
ば
し
、

翌
年
へ
の
糧
と
す
る
ユ
ー
モ
ア
と
勤

勉
さ
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
５
０
０
年
と
い
う
長
い
年
月
に
わ

た
り
受
け
継
が
れ
、
守
り
続
け
て
き

た
イ
ド
リ
祭
り
の
伝
統
は
、
こ
の
地

域
が
全
国
に
誇
れ
る
宝
物
だ
。

　
「
祭
り
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
も
の
。

皆
さ
ん
の
苦
労
や
頑
張
り
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
イ
ド
リ
祭
り
は
続
い
て
い

る
」
と
話
す
梅
田
さ
ん
は
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
と
と
も
に
伝
統
あ
る
イ
ド

リ
祭
り
を
守
っ
て
い
く
。

鵜
川
の

イ
ド
リ
祭
り

県指定天然記念物に指定された

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

梅田  真人さん
うめだ・まさと（鵜川）
鵜川イドリ祭り保存会会長
で菅原神社の宮司。41 歳。

町
の
宝
か
ら  

県  

の
宝
へ

１

地域の皆さんの頑張りで
続いてきた祭りをこれか
らも残していきたい。

酒井 一以さん
さかい・いちい（五十里）
性質的に樹盛が弱いキリシ
マを愛情込めて管理する。
77 歳。

自分が死ぬまで枯れずに
咲いてほしい。
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８  つを見聞する。

　仏像彫刻の
隆盛を誇った
藤原時代の中

央作。護摩堂本尊として収蔵庫に安置されている。大正
13 年 8月 16 日指定の旧国宝でもある。法華寺住職の廣
澤孝
こうしゅん

俊さん（42）＝柳田＝によると「この不動明王坐像
は平家の落

おちうど

人が能登に持ってきたものといわれている。普
通の不動明王像とは違い、とても優しい表情をしているこ
とが特徴で、お参りすると心が安らぐ」ということだ。

木
もくぞうふどうみょうおうざぞう
造不動明王坐像

■種別：彫刻■所在地：柳田ラ -87■所有者：法華寺
■国指定年月日：昭和 25 年 8月 29 日

　通常の薬師
三尊像と異な
り、渡来銅仏

の特色を顕著に表現している。「能登名跡志（1797 年）」
にもこの薬師三尊像の記述があり、江戸時代中期において
すでに著名な尊像であったことが知ることができる。九ノ
里薬師寺保存会会長の星野孝一さん（65）＝布浦＝は「薬
師様はこの地域の守り本尊。これからも大切に保存してい
きたい」と話してくれた。

銅
どうぞうにょらいおよびりょうわきじぞう
造如来及両脇侍像

■種別：彫刻■所在地：布浦オ -36■所有者：九ノ里薬師寺
■国指定年月日：昭和 60 年 6月 6日

国 指定文化財

　等身大の桧寄木造、玉
目嵌入、盛上金泥彩色、
髪を美

み ず ら

豆良に結う立像。
その顔は気品に満ち、写
実的な線を強調する袈裟
の制作と彩色はよく整
い、保存状態も良い。松
岡寺住職の波

は さ た に

佐谷 顕
しょうじゅう

充
さん（70）＝松波＝は「等
身大の聖徳太子立像とし

て、大きさと保存状態は全国１位か 2位に数えられる。
これからも保存に気をつけて、像をお守りしていきたい」
と話してくれた。

木
もくぞうしょうとくたいしりつぞう
造聖徳太子立像

■種別：彫刻■所在地：松波 3-80■所有者：松岡寺
■国指定年月日：平成 5年 6月 10 日

　「縄文文化の
宝庫」真脇遺
跡からの出土

品のうち特にすぐれた 219 点が国指定を受ける。真脇遺
跡は層序が明らかなことが特徴のひとつであり、出土品は
全国で初めて、前・中・後・晩期の 4期を網羅した指定
となった。お魚土器（前期）、鳥さん土器（中期）、土製仮
面（後期）、巨大環状木柱列（晩期）など注目を集める出
土品が数多く指定されている。

真
まわきいせきしゅつどひん
脇遺跡出土品

■種別：考古資料■所在地：真脇 48-100■所有者：能登町
■国指定年月日：平成 3年 6月 21 日

　奥能登全域の農家に伝わる田の神祭りであり、「あえ」
は饗
きょうおう

応、「こと」は祭事や神事を意味している。12 月 5
日に田の神様を家へ迎え入れ、2月 9日に再び田へ送る。
　田の神様が実在するようにもてなす「あえのこと」は、
神と一体となって生きた古代人の生活をほうふつさせる行
事である。植物公園合鹿庵では、毎年あえのこと神事を執
り行い、保存伝承に努めている。

奥能登のあえのこと
■種別：無形民俗■所在地：奥能登 4市町■管理者：奥能登あえのこ
と保存会■国指定年月日：昭和 51 年 5月 4日

　旧門前町皆月地区の「あまめはぎ」と輪島市に伝わる「面
様年頭」と合わせて「能登のアマメハギ」として指定され
る。立春前夜、節分の夜に鬼の面を付けた子どもたちが「あ
まめー」「怠け者はおらんか」などと家々を回り、冬の間
の怠けた心を戒める。保存会会長の天野登さん（72）＝
秋吉＝によると「アマメハギは季節が変わっても怠けてい
てはダメだと神様が教えてくれる行事」なのだという。

能登のアマメハギ
■種別：無形民俗■所在地：秋吉・河ヶ谷・清真・宮犬■管理者：内
浦町アマメハギ保存会■国指定年月日：昭和 54 年 2月 24 日

　江戸時代から昭和 30年ころまでの台網（定置網）漁業
を支えた木造の船。樹齢 200 年以上のスギ材を使用し、
その内部をくりぬくという丸木ブネの技法を今に伝えてい
る。現存するドウブネは、波並大敷で近年まで網作業など
に利用されていたもので、遠島山公園と真脇遺跡公園に保
存されている。大きさは約 10㍍で、ブリやマグロ、時に
はクジラなどもこのドウブネによって捕らえられていた。

能登内浦のドウブネ
■種別：有形民俗■所在地：宇出津イ -112-4■所有者：能登町
■国指定年月日：平成 10 年 12 月 16 日

　縄文時代前期初頭から晩期終末までの 4000 年間にわ
たって営まれた長期定住型遺跡は、全国でも例を見ないも
のである。また低湿地帯であることから動物性、植物性の
遺物が大量に発掘されたことも真脇遺跡の特徴の一つ。そ
のため出土品は多種多量を極め、「縄文文化の宝庫」と呼
ばれるようになった。指定された 4㌶弱のうち、まだほ
とんどが水田下に保護されている。

真脇遺跡
■種別：史跡■所在地：真脇 48 字地内■所有者：能登町
■国指定年月日：平成元年 1月 9日

旧国宝。藤原時代の仏像彫刻として堂々の中央作能登の古代仏教、仏教美術の源流に通じる如来像

全国的にも数少ない等身大の聖徳太子立像大量・多彩な出土品の中から 219 点が国指定に

田の神様に収穫を感謝し豊作を祈る民間信仰習俗節分の夜に鬼が家々を回り怠けた心を戒める

日本古来の造船技術を伝える貴重な資料全国に例を見ない 4000 年の長期定住縄文遺跡

２
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　江戸時代中期以来、黒川
村庄屋であった中谷家の住
宅。主屋は木造平屋建ての
切妻平入り造りで、前面に
田園、後背に裏山を抱え、
石垣、庄屋門、塀、離れ、蔵、
奉公人棟、厩

うまや

、庭園と続く
屋敷構えは当時の豪農の生
活様式を今に残す。蔵の内
部は黒漆と朱漆の総輪島塗
で江戸後期の建築。

中谷家住宅附
屋敷構え

■種別：建造物■所在地：黒川
28-180■所有者：中谷和夫■
県指定年月日：昭和 61 年 3 月
22 日

江戸時代中期、
庄屋の格式を示す

　円形の銅板に薬師如来を線

刻する懸仏。像は調和のとれ

た風格を示し、神秘的な雰囲

気を醸し出している。鏡像か

ら懸仏への過渡的な要素がみ

られ、鎌倉時代初期の類例の

少ない重要な遺品。

　今蔵神社の社務所に保管さ

れていたもので、山田郷内の

由緒ある神社のご神体であっ

たものと推測される。

今蔵神社線刻
薬師如来懸仏

■種別：工芸品■所在地：瑞穂
ﾗｰ 15■所有者：今蔵神社■県
指定年月日：平成元年 12 月 22
日

鎌倉時代初期、
類例の少ない貴重な遺品

　不均一な円形銅板の中央

に、像高 9.2 ㌢の鋳銅製阿弥

陀如来像をほぞ留めする。像

の沈線部や、鏡板の仏像が貼

り付けてある部分に鍍
と き ん

金

（メッキ）の跡が残っている。

日蓮宗妙栄寺にこの懸仏が

残っていることに伝承はな

く、下方にあった白山社から

寄託されたものと推測されて

いる。

妙栄寺銅造
阿弥陀如来懸仏

■種別：工芸品■所在地：波並
3-6-1■所有者：妙栄寺■県指
定年月日：平成元年 12 月 22
日

円形銅板の中央に
像高 9.2 ㌢の阿弥陀如来像

　7月第 1金・土曜日に行わ

れる宇出津八坂神社の祭礼。

「あばれ祭」ともいう。祭り

初日は 40 数本のキリコが大

松明の周りを乱舞し、2日目

は 2 基の神輿が大暴れをす

る勇壮な祭りである。

　キリコや神輿が暴れるのは

八坂神社の主神（牛
ごずて ん の う

頭天王＝

スサノオノミコト）の神慮に

かなうからである。

宇出津の
キリコ祭り

■種別：無形民俗■所在地：宇
出津地内■管理者：八坂神社奉
賛会■県指定年月日：平成元年
10 月 23 日

伝統を守りながら 40数本の
キリコが乱舞する

　5月 2・3 日に行われる小

木御
みふ ね

舟神社の春祭り。大漁、

安全を祈願する５つの文字が

描かれた幅 2㍍、高さ 20㍍

のとも旗が伝
てんません

馬船に掲げられ

小木港内を周回する。

　3日午後には、神輿を乗せ

た御座船と 9 本のとも旗が

１列につながれて港内を巡航

する。漁師町・港町らしい勇

壮な海の祭り。

小木
とも旗祭り

■種別：無形民俗■所在地：小
木地内■管理者：小木祭礼委員
会■県指定年月日：平成 18 年
4月 7日

高さ 20㍍、9本のとも旗が
大漁、安全を祈願する

　柿生の神道地区にある石仏

山は「結界山」などとも呼ば

れる。石川県の巨木第 1 位

のケンポナシなどが生い茂る

祭場には「前
まえだち

立」と呼ばれる

巨大な立石があり、この石の

前で毎年 3 月 2 日に神事が

行われる。社殿がないため神

社の列に加えられなかったと

いわれる石仏山は、原始神道

を伝える貴重な祭祀遺跡。

祭祀遺跡
石仏山

■種別：史跡■所在地：柿生ﾎｰ
16■管理者：神道区長■県指
定年月日：昭和 42 年 10 月 2
日

原始神道を今に伝える
類例の少ない祭祀遺跡

　大量で多彩な出土品が発掘

された真脇遺跡。出土品は重

要度順に国・県・町でそれぞ

れ指定されている。その中で

も県指定分は 1,412 点、町

指定分が 1,593 点となって

いる。県指定分にはイルカの

骨が含まれているが、真脇遺

跡からは数百頭のイルカの骨

が出土し、世界最古の捕鯨基

地でもあった。

真脇遺跡
出土品

■種別：考古資料■所在地：真
脇 48-100■所有者：能登町■
県指定年月日：平成 2 年 3 月
22 日

イルカの骨を含む 1,412 点
が県指定に

　下藤ノ瀬を流れる藤の瀬川

「大
おおむかい

向橋」から下流約 600 ㍍

の河床は、小さな峡谷となっ

ている。水量が常時少なく、

水深が浅いため発生する渦巻

状の流れと軟質の岩盤によっ

て大小約 100 個の甌穴が形

成され、3カ所の滝とともに

自然の営みによる見事な景観

となっている。甌穴群は県内

でも希少な存在である。

藤の瀬甌穴群

■種別：天然記念物■所在地：
藤ノ瀬 4-4 地内■管理者：石川
県■県指定年月日：昭和 56 年
7月 3日

大小約 100 個の甌穴が形成
県内でも稀な甌穴群

　常椿寺の左手にあり、根回

り 6.2 ㍍、胸高周囲 4㍍、樹

高 25 ㍍を測るものもある。

昭和 57 年発行の「石川県の

巨樹」では全国 1 位にラン

クされるが、樹勢の衰えが認

められ平成 7 年度に樹勢回

復・維持の処置がされた。2

本のフジが互いに寄り添うよ

うに立ち登ることから「夫婦

フジ」とも呼ばれている。

常椿寺のフジ

■種別：天然記念物■所在地：
宇出津ｳｰ 105■管理者：常椿
寺■県指定年月日：昭和 36 年
9月 29 日

樹齢約 550 年。全国 1位にも
ランクされた夫婦フジ

　昭和 37 年の公園整備中に

発見され、昭和 55 年に再発

掘調査が行われた。平たい小

石を縦並びにして一面に敷き

詰め、流れに洗われた岩や浅

瀬のように所々に大小の石を

配置することで、水の流れを

見事に再現した枯山水の意匠

は非常に珍しいものであり、

風雅を愛した松波畠山氏の心

情を偲ぶことができる。

松波城跡
庭園跡

■種別：史跡■所在地：松波ﾗｰ
1-1・2■管理者：能登町■県
指定年月日：平成 3 年 2 月 6
日

京風文化の名残をとどめる
室町様式の庭園遺構

　昭和 12 年に存在が確認さ

れた崎山台地の縄文遺跡。昭

和 27 年の試掘調査で出土し

た土器は「宇出津式土器」と

命名され、以後北陸の縄文時

代中期後葉後半の標識遺跡と

なる。昭和 46 年の緊急発掘

調査では 9,000 ㎡の広がり

をもつ大遺跡であることが判

明した。遺跡の一部は、緑地

公園として保護されている。

宇出津崎山
縄文遺跡

■種別：史跡■所在地：崎山
4-117■管理者：能登町■県指
定年月日：昭和 48 年 10 月 5
日

宇出津式土器を生み出した
9,000 ㎡の大遺跡

　大峰神社本殿の社叢は、標

高 150 ㍍の山頂から山腹に

かけて広がっている。この林

は「モミ－シキミ群集」に属

し、日本海側の植生ではあま

り類例を見ない。またブナや

タブノキも見られ、ブナの生

育地としては低海抜で、タブ

ノキの生育地としては高海抜

という極めて特異な植生を示

している。

大峰神社
社叢モミ林

■種別：天然記念物■所在地：
瑞穂 7-11-1■管理者：大峰神
社■県指定年月日：平成 7 年
10 月 3日

能登半島本来の植生を示す
貴重な自然

　2500 万年から 1200 万年

前の間に堆積したと考えられ

る地層。海水の振動や流動に

よってできる「漣痕」と呼ば

れる波形の模様が特徴で、対

称型の振動漣痕と非対称の流

動漣痕の２つの型が見られ

る。このほかに正断層、逆断

層も認められるなど、地学教

材としても価値の高い資料と

なっている。

宇出津の漣痕

■種別：天然記念物■所在地：
宇出津ｸ -211-1■管理者：国土
交通省■県指定年月日：平成元
年 1月 9日

崎山台地が形成されていった
古環境を実証する地層

　珪化木は植物の化石の一形

態で、埋もれた樹木が膨大な

長い年月をかけて二酸化ケイ

素（シリカ）という物質に変

化したもの。不動寺地区一帯

からは珪化した樹木が多く出

土するが、指定されているも

のは暖地性の化石であり、当

時の日本の気候を知る上でも

貴重な存在。珪化木公園の段

丘部にある。

不動寺の
埋積珪化木群

■種別：天然記念物■所在地：
不動寺 4-22■管理者：能登町
■県指定年月日：昭和 62 年 3
月 23 日

中新世の気候を示す
貴重な化石

そのほか
町指定文化財は

366件

建造物　　　19
絵画　　　　42
彫刻　　　　52
工芸品　　　36
書籍　　　　17
典籍　 　 　　7
古文書　　　11
考古資料　　17
有形民俗　　22
無形民俗　　18
史跡　　　　28
名勝　　  　　5
天然記念物　92

３いまくらじんじゃせんこくやくしにょらいかけぼとけみょうえいじどうぞうあみだにょらいかけぼとけ

まいせきけいかぼくぐん

　　　　　　　　　　　　れんこん

なかたにけじゅうたくづきやしきがまえ

いしぼとけやま

　　　　　　　　おうけつぐん 　　　　　 じょうちんじ

まつなみじょうせきていえんあと

おおみねじんじゃしゃそう



れ
た
時
に
は
、
こ
れ
は
指
定
に
ふ
さ

わ
し
い
と
い
う
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
順
当
に
指
定
さ
れ
光
栄

に
思
っ
て
い
ま
す
し
、
今
後
も
理
解

を
深
め
て
守
っ
て
い
き
た
い
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

山
田　

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
は
能
登
に

お
い
て
は
江
戸
時
代
か
ら
ス
テ
ー
タ

ス
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
キ
リ
シ
マ
に

対
す
る
強
い
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
鵜
川
の
イ
ド
リ
祭
り

に
つ
い
て
、
河
合
委
員
か
ら
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。

河
合　

イ
ド
リ
祭
り
と
い
う
の
は
、

鵜
川
の
人
間
に
と
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど

の
祭
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
祭
り
は
周
辺
の
村
々
と
鵜
川
の

伝
兵
衛
と
い
う
人
だ
け
の
祭
り
だ
か

ら
で
す
。
し
か
し
民
俗
学
的
に
は
ユ

ニ
ー
ク
で
歴
史
あ
る
祭
り
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
す
。
中
世
に
は
名
主
を

中
心
と
し
た
「
名
み
ょ
う

」
と
い
う
小
さ
い

単
位
が
あ
り
ま
し
た
。
鵜
川
近
辺
の

12
の
名
の
有
力
者
た
ち
が
宮
座
を
結

成
し
て
菅
原
神
社
に
奉
仕
し
た
の
で

す
。
こ
の
宮
座
制
度
が
残
っ
て
い
る

祭
は
全
国
に
も
あ
ま
り
例
が
あ
り
ま

せ
ん
。
時
代
が
変
わ
り
名
の
役
割
は

各
地
区
ご
と
に
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
鵜
川
だ
け
は
広
田
さ
ん
が

名
の
中
心
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

　

５
０
０
年
以
上
続
い
て
い
る
と
い

う
歴
史
的
に
も
古
く
、
全
国
に
も
あ

ま
り
残
っ
て
い
な
い
も
の
が
鵜
川
に

残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
非
常
に

価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
保
護
の
課
題

山
田　

文
化
財
に
は
有
形
や
無
形
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
建
造
物
な

ど
の
有
形
文
化
財
の
保
護
は
非
常
に

難
し
い
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
天

然
記
念
物
に
つ
い
て
は
植
物
は
た
く

さ
ん
指
定
し
て
い
て
動
物
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
谷
口

委
員
い
か
が
で
す
か
。

谷
口　

ま
ず
一
つ
は
常
椿
寺
の
フ
ジ

が
今
の
状
態
で
ど
れ
だ
け
寿
命
を

保
っ
て
い
け
る
か
と
い
う
問
題
が
あ

り
ま
す
。
フ
ジ
に
は
巻
き
付
く
相
手

が
必
要
で
す
が
、
巻
き
付
い
て
い
る

タ
ブ
の
木
自
体
も
か
な
り
老
衰
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
タ
ブ
の
木
を
含
め

て
保
護
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
不
動
寺

の
珪
化
木
で
す
。
も
と
も
と
地
中
に

あ
っ
た
珪
化
木
を
空
気
中
に
置
く
と

酸
化
が
進
み
ま
す
が
、
現
在
展
示
し

て
あ
る
も
の
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て

い
て
非
常
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
珪
化
木
は
能
登
の
地
質
や
自
然

環
境
を
実
証
で
き
る
も
の
で
、
非
常

に
高
い
価
値
が
あ
り
、
何
と
か
守
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

動
物
に
つ
い
て
は
旧
柳
田
村
時
代

に
、
世
界
に
2
種
し
か
確
認
さ
れ
て

い
な
い
生
き
た
化
石
「
ム
カ
シ
ト
ン

ボ
」
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し

が
30
年
以
上
調
査
し
た
結
果
、
鉢
伏

山
か
ら
流
れ
る
町
野
川
や
山
田
川
上

流
な
ど
で
幼
虫
の
存
在
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
そ
の
も
の

も
貴
重
で
す
が
、
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
が

生
息
で
き
る
環
境
が
、
こ
の
地
域
に

残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
価
値
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田　

能
登
の
自
然
を
守
る
と
い
う

こ
と
が
文
化
財
を
守
る
と
い
う
こ
と

に
つ
な
が
る
ん
で
す
ね
。
ム
カ
シ
ト

ン
ボ
は
、
能
登
町
に
す
ば
ら
し
い
自

然
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
象
徴
だ
と

わ
た
し
も
思
っ
て
い
ま
す
。

谷
口　

ほ
か
に
能
登
町
で
確
認
し
て

い
る
絶
滅
危
惧
種
は
「
ホ
ク
リ
ク
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」
や
「
モ
リ
ア
オ
ガ

エ
ル
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

開
拓
な
も
の
も
町
内
に
は
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
下　

最
近
は
教
育
の
中
で
も
昔
の

良
さ
を
知
っ
て
自
分
の
も
の
に
し
て

い
く
と
い
う
「
温
故
知
新
」
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
こ
の
文
化

財
が
古
き
を
た
ず
ね
る
題
材
の
一
つ

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
文
化
財
の
保
存
の
た
め
に

山
田　

こ
の
た
び
、
能
登
町
か
ら
2

点
が
県
指
定
に
な
っ
た
こ
と
は
非
常

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
古
来
か
ら

能
登
の
国
の
中
心
は
羽
咋
と
七
尾
で

あ
り
、
文
化
財
の
件
数
に
つ
い
て
見

る
と
こ
の
２
つ
が
飛
び
抜
け
て
い
る

の
は
当
た
り
前
で
す
が
、
歴
史
的
特

徴
の
な
い
能
登
町
に
お
い
て
、
国
指

定
が
８
件
、
県
指
定
が
16
件
あ
る
と

い
う
こ
と
は
特
に
多
い
と
い
え
ま

す
。「
五
十
里
の
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ

ツ
ジ
」
に
つ
い
て
は
、
地
元
委
員
で

あ
り
、
動
植
物
に
詳
し
い
谷
口
委
員

に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

谷
口　

の
と
キ
リ
シ
マ
は
近
年
注
目

さ
れ
、
能
登
の
遺
産
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
酒
井
家
の
キ
リ
シ

マ
は
花
の
色
が
紅
紫
色
と
い
う
こ
と

で
異
色
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
の

ル
ー
ツ
を
学
術
的
に
調
査
し
た
結

果
、
日
本
的
に
も
異
色
な
一
種
に
特

定
し
て
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
話
に
な

り
ま
し
た
。
昨
年
、
県
の
巨
樹
の
会

や
県
の
審
議
会
の
方
が
調
査
に
来
ら

文
化
財
を
語
る

は
労
力
と
お
金
が
か
か
る
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。自
分
で
守
る
自
助
、

地
域
で
守
る
共
助
、
そ
し
て
公
が
守

る
公
助
が
あ
っ
て
文
化
財
は
守
ら
れ

て
い
く
の
だ
思
い
ま
す
。
谷
口
委
員

の
話
の
中
で
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
財
政
的
に
は
厳

し
い
で
す
が
、
で
き
る
範
囲
で
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
彩
な
文
化
を
感
じ
て
ほ
し
い

山
田　

能
登
町
の
文
化
財
を
総
合
的

に
見
る
と
、
真
脇
遺
跡
は
４
０
０
０

年
に
わ
た
る
長
期
定
住
遺
跡
と
い
う

こ
と
で
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る

遺
跡
で
す
。
仏
像
に
お
い
て
は
国
指

定
が
3
点
あ
り
ま
す
が
、
国
指
定
、

県
指
定
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
、
町

内
に
は
ま
だ
ま
だ
古
い
仏
像
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
時
長
の
願
成
寺
所

有
の
木
造
薬
師
如
来
坐
像
は
町
指
定

で
す
が
、
失
わ
れ
が
ち
な
光
背
や
台

座
の
一
部
が
残
っ
て
い
る
点
で
非
常

に
価
値
が
あ
る
も
の
で
す
。
ア
マ
メ

ハ
ギ
、
あ
え
の
こ
と
、
石
仏
山
な
ど

民
間
信
仰
や
習
俗
に
関
す
る
も
の
が

数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴

で
す
。
ま
た
、
祭
り
が
多
く
県
指
定

に
な
っ
て
い
る
点
も
特
筆
さ
れ
ま

す
。
特
に「
宇
出
津
の
キ
リ
コ
祭
り
」

は
勇
壮
、
盛
大
で
あ
り
、
こ
の
地
域

の
キ
リ
コ
祭
り
の
代
表
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
昨
年
か
ら
調
査
を
進
め
て
い
る

「
松
波
城
跡
庭
園
跡
」
は
、
今
年
度

の
調
査
で
戦
国
時
代
の
作
庭
と
確
定

す
れ
ば
、
国
指
定
に
な
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
平
安
時
代
か

ら
戦
国
時
代
ま
で
旧
珠
洲
郡
で
焼
か

れ
て
い
た
珠
洲
焼
の
窯
跡
が
行
延
や

河
ヶ
谷
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
も
珠
洲
市
の
古
窯
跡
群
の
一
部
と

し
て
国
指
定
間
近
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

未
指
定
の
も
の
の
中
に
も
重
要
な

も
の
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

さ
ら
に
本
町
か
ら
指
定
さ
れ
る
文
化

財
が
出
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
護
、
活
用
の
た
め
の
調
査
研
究
を
行
い
、
教
育

委
員
会
に
諮
問
や
答
申
を
行
う
文
化
財
保
護
審
議
会
の
委
員
3

人
と
田
下
教
育
長
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
町
の
文
化
財
の
現
状

や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

能登地区 4市 5町の文化財指定数
市町名 国指定 県指定 市町指定 合計

羽咋市 26 23 62 111
七尾市 23 23 232 278
輪島市 31 38 246 315
珠洲市 8 15 80 103
宝達志水町 2 6 66 74
中能登町 3 7 95 105
志賀町 2 17 118 137
穴水町 1 6 62 69
能登町 8 16 336 360

能登町文化財保護審議会会長

山
やまだよしかず

田芳和さん（波並）

能登町文化財保護審議会職務代理

谷
たにぐちまさしげ

口正成さん（当目）

能登町文化財保護審議会委員

河
かわいげんいち

合元一さん（鵜川）

田
たじたかずゆき

下一幸教育長（鵜川）

町
に
は
全
国
に
誇
れ
る
宝
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

未
開
拓
の
文
化
財
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。

地
域
に
残
さ
れ
た
伝
統
を
大
切
に
し
た
い
。

文
化
財
は
教
育
の
大
切
な
題
材
。

ムカシトンボの幼虫

　約 1億 5000 年前の姿をそのまま
残す生きた化石。普通のトンボの幼
虫と比べ体毛がない。幼虫の期間は
7から 8年。

木造薬師如来坐像（願成寺・時長）

　平安末期の作。台座は藤原期特有
の様式で、蓮弁 17 葉を現存する。
光背は数少ない古式の板光背を残し
ている。町指定彫刻。
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逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に

　

住
宅
火
災
が
原
因
で
亡
く
な
る
人

の
6
割
以
上
が
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ

る
も
の
で
す
。
日
本
に
先
駆
け
て
義

務
化
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
普
及
と
と
も
に
住

宅
火
災
に
よ
る
死
亡
者
数
が
激
減
し

ま
し
た
。

　

日
本
で
も
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、

平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら
新
築
住
宅

へ
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
、
5
年
間
の

猶
予
期
間
の
中
で
各
自
治
体
が
条
例

で
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

石
川
県
は
2
年
後
の
平
成
20
年
6
月

1
日
か
ら
の
義
務
化
で
統
一
し
、
奥

能
登
広
域
圏
事
務
組
合
の
火
災
予
防

条
例
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

自
分
や
家
族
を
守
る
た
め
に

　

住
宅
火
災
は
発
見
が
早
け
れ
ば
早

い
ほ
ど
生
命
も
財
産
も
被
害
は
少
な

く
な
り
ま
す
。
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
は
な
く
、
自
分
や
家
族

の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

5
月
31
日
ま
で
に
設
置
を

　

条
例
で
は
6
月
1
日
か
ら
の
設
置

を
義
務
化
、
つ
ま
り
5
月
31
日
ま
で

に
設
置
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
こ
の
2
年
間
、
町
内
会

や
婦
人
会
、
老
人
会
な
ど
を
対
象
に

１
０
０
回
以
上
に
わ
た
っ
て
説
明
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
5
月
31
日

ま
で
で
は
な
く
「
1
日
で
も
早
く
設

置
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
て
い
ま
す
。

煙
式
の
警
報
器
を

　
「
煙
の
な
い
と
こ
ろ
に
火
は
な
い
」

と
い
わ
れ
る
く
ら
い
に
、
火
災
で
は

火
よ
り
も
は
る
か
に
早
く
煙
が
充
満

し
ま
す
。
今
回
義
務
化
さ
れ
た
警
報

器
は
煙
を
感
知
す
る
煙
式
の
住
宅
用

火
災
警
報
器
で
す
。
場
所
や
家
の
構

造
に
も
よ
り
ま
す
が
、
階
段
に
設
置

し
た
場
合
に
は
火
災
発
生
か
ら
数
秒

か
ら
10
数
秒
で
警
報
器
が
鳴
る
と
思

い
ま
す
。
火
が
大
き
く
な
ら
な
い
う

ち
で
あ
れ
ば
、
避
難
や
通
報
、
初
期

消
火
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
家
族

の
安
全
・
安
心
な
生
活
に
つ
な
が
る

こ
と
は
確
実
で
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
金
沢
市
で
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
音
を
聞
き
つ
け
た

隣
人
の
通
報
で
被
害
を
防
い
だ
と
い

う
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。
煙
式
の
住

宅
用
火
災
警
報
器
が
、
火
災
発
見
に

と
て
も
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

煙
式
に
対
し
て
熱
に
反
応
す
る
熱

式
の
警
報
器
は
主
に
台
所
向
け
で
、

石
川
県
で
の
設
置
は
任
意
と
な
っ
て

い
ま
す
。

寝
室
と
階
段
に

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

場
所
は
寝
室
で
す
。
2
階
以
上
に
寝

室
が
あ
る
場
合
に
は
、
階
段
に
も
取

り
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
し

睡
眠
中
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
で

も
逃
げ
遅
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

と
い
う
こ
と
で
す
。
天
井
に
設
置
す

る
場
合
は
壁
か
ら
60
㌢
以
上
離
れ
た

位
置
に
、
壁
に
設
置
す
る
場
合
は
天

井
か
ら
15
㌢
以
上
50
㌢
以
内
の
位
置

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
は
建
て
替
え
る
こ
と
が
で
き
て

も
失
わ
れ
た
命
は
二
度
と
戻
り
ま
せ

ん
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
命
を
守

る
た
め
に
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
取
り
付
け
は
簡
単

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付
け

に
は
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
電

気
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購

入
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
1
本
で
簡
単

に
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

消
防
署
が
呼
び
か
け
て
販
売
店
・

取
扱
店
を
対
象
に
実
施
し
た
設
置
説

明
会
に
は
町
内
の
40
店
が
参
加
し
ま

し
た
。
自
分
で
設
置
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
は
、
町
内
の
販
売
店
・
取

扱
店
へ
尋
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

相
場
は
5
千
円
前
後

訪
問
販
売
に
は
注
意
を

　

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
値
段
は

5
千
円
前
後
が
相
場
で
す
。
機
能
が

豊
富
な
も
の
で
も
1
万
数
千
円
程
度

で
す
の
で
、
訪
問
販
売
な
ど
で
高
額

な
商
品
を
提
示
さ
れ
た
場
合
は
悪
質

な
販
売
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

能
登
町
内
で
も
実
際
に
悪
質
販
売

の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
お
か
し
い

と
感
じ
た
ら
き
っ
ぱ
り
と
断
る
か
、

警
察
や
消
防
に
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
自
分
で
購
入
す
る
場
合

に
は「
鑑
定
マ
ー
ク（
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
）」

が
つ
い
て
い
る
も
の
を
目
安
に
し
て

く
だ
さ
い
。

能
登
消
防
署
で
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
に
関
す
る
相
談
を

24
時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
い
つ

で
も
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
町
内
会
や
団
体
な
ど
で
住

宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
詳
し
く

知
り
た
い
場
合
は
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
職
員
が
説
明
に
伺
い
ま
す
。

　
「
も
し
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
付

い
て
い
れ
ば･･･

」
と
い
う
こ
と
は

決
し
て
起
き
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
す
る

た
め
に
も
、
1
日
で
も
早
く
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
ご
自
宅
に
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。
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かけがえのない命を
火災で失ってほしくない。

だから
住宅用火災警報器

6月1日から、すべての住宅に
「住宅用火災警報器」の設置が義務づけられます。
どこに設置するのか。  なぜ設置が必要なのか。
坊谷文治能登消防署長に伺いました。

な
ぜ

い
つ
ま
で
に

何
を

ど
こ
に

誰
が

い
く
ら

問能登消防署☎ 62-0492

壁掛け用の住宅用火災警報器（煙式）　実物大 坊谷文治能登消防署長



公民館通信
第 号

子どもたちの声が響く高倉公民館

　地元小学生の通学路途中に位置している高倉公民館。
子どもたちの集合場所としてもよく利用され、毎日にぎ
やかな声が館内に響いています。この公民館には 1階
に図書室と調理室、2階には大きなホールや和室が完備
され、各地域から推薦された協力員の皆さんや、婦人会、
老人会などのサポートを得ながら、年間を通じてさまざ
まな行事が行われています。
　毎年 6月に開催される「高倉公民館作品展」は今年
で 30 回目を数えます。この作品展は絵画や書道、生花、
手芸品などが館内いっぱいに飾られ、毎年たくさんの観
客が訪れます。また、グラウンドゴルフ大会やダーツ大
会など、ニュースポーツを通した健康作りや仲間作りの
場も提供しています。

　高倉地区では数年前から高倉保育所、真脇小学校と合
同で社会体育大会が実施されています。小さな子どもか
らお年寄りまでが一緒にさまざまな競技を楽しみます。

　公民館ではこれまで参加が少なかった世代の人たちに
も楽しんでもらいたいとプログラムを工夫しています。
また、高齢者向けの「悪質商法」に関する無料講座や、
地域の伝統を守り伝える「祭りばやし教室」など、地元
に根差した行事も開かれています。対象者の的を絞って
行事を開催する場合には、参加希望者が一番参加しやす
い日程になるように企画しているそうです。

気軽に集える憩いの場として

　高倉公民館は地域の温かいボランティア精神に支えら
れ、住民に最も身近なカルチャースクールとして多くの
人に利用されてきました。公民館では今後さらに学校や
地域に密着し、地域間のコミュニティーの場としての活
動も広げていきたいということです。少子高齢化の波を
受け、各地で学校再編成などが進む中、公民館には住民
の皆さんが気軽に集い、共に語り合える大切な空間とし
ての役割も求められています。
　能登町が誕生して３年。町内各地域の垣根を越え、有
意義な世代間交流ができる窓口として、地区公民館がさ
らに活用されるといいですね。

教室サークル名 開催日 教室サークル名 開催日
料理教室 毎月最終月10:00 親子料理教室 随時

生花教室 第2・4水14:00 親子俳句教室 随時

民舞教室 第1・3・4木
第2金19:30 ジャザサイズ 毎週火 夜

真脇小学校

俳句教室 第2木19:00
軽ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 毎週水 夜

真脇小学校ﾚﾃﾞｨｰｽｽﾄﾚｯﾁ 毎月1回19:30

茶道教室 随時 祭りばやし教室 随時

　

●高倉公民館で楽しめる教室・サークル

各教室で制作された作品や一
般からの応募作品、高倉保育
所や真脇小学校の子どもたち
の芸術作品も展示されます

地域をあげて盛大に開催され
る体育大会。町内対抗の綱引
きなど、真脇小学校のグラウ
ンドで大いに盛り上がります

毎年恒例の新春カルタ・将棋
大会では、百人一首やオセロ
などで頭の体操をしながら参
加した児童が親睦を深めます

能登町立高倉公民館
字姫12-13　☎ 62-0625

■地区世帯数 520　■人口 1,493
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　4月 1日付けで発表された高齢者叙勲で
道下豊一さんが旭日双光章を受章し、その
伝達式が４月 21日に能都庁舎で行われま
した。3月 25 日に満 88 歳の米寿を迎え
た道下さん。昭和 30 年から平成 18 年ま
での 12 期 47 年の長きにわたり町議会議
員に在籍し、地域発展に尽力しました。　

　この間、議会議長などを歴任し、2度の
町村合併という歴史的な節目を経験したほ
か、小中学校の改革や国鉄能登線の開通な
ど住民福祉の向上にも寄与しました。道下
さんは今回の栄えある受章に対し「身に余
る光栄です。今後も叙勲の名を汚さぬよう
精進していきたい」と喜びを語りました。

　消防協力者表彰式が 4月 8日に能都庁舎で行わ
れ、能登町社会福祉協議会の川原範子さんに感謝状
が授与されました。川原さんは 3月 18日にホーム
ヘルパーとして真脇地区の住宅に訪問介護に訪れた
際、ガスレンジの消し忘れにより換気扇から出てい
た煙を発見。的確な判断と行動で被害を最小限に抑
えました。川原さんは「職場や地域の皆さんがわた
しの呼びかけに迅速に対応してくださった結果で
す」と今回の受賞に対する感謝の言葉を寄せました。

　3月 18 日、石川県庁で消防庁長官表彰伝達式が
行われ、能登町消防団副団長の田口正一さんが永年
勤続功労章を受賞しました。田口さんは、昭和 52
年に三波分団員として消防団に入団。分団長時代に
は消防操法の選手を兼ね、県大会 3連覇、全国大
会 2大会連続出場と、現在の三波分団の基礎を築
きました。賞状を受け取った田口さんは「これから
も町民の生命、財産を守る消防団の先頭に立ち、頑
張ります」と決意を新たにしていました。

道
下
豐
一
さ
ん

田口正一さん川原範子さん

み
ち
し
た　

と
よ
い
ち
（
88
歳
・
鵜
川
）

たぐち しょういち（60歳・波並）かわはら  のりこ（50歳・布浦）



目
指
す
は
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
制
覇
、

全
国
の
舞
台
で
必
ず
や
雪
辱
を
果
た
す
。

全国高校ウエイトリフティング
選抜大会  準優勝

西中  竜馬さん（17歳・松波）
飯田高校３年

Nishinaka  Ryuma

ウエイトリフティング競技：階級制のスポーツで
主に男子 8階級、女子 7階級で行う。スナッチ
とクリーン＆ジャークの 2種目で各 3回ずつ試
技を行い、それぞれの最高記録の合計で順位を
決定する。同記録の場合は体重の軽い者、また
は早く記録を出した者が上位となる。

　

シ
ャ
フ
ト
を
握
り
、
自
分
の
体
に
覚
え

込
ま
せ
た
足
と
目
線
の
位
置
を
定
め
て
試

技
に
挑
む
。
バ
ー
ベ
ル
を
頭
上
ま
で
差
し

挙
げ
、
そ
の
重
量
で
勝
敗
を
決
定
す
る
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
。
３
月
29
日
に
金

沢
市
で
開
催
さ
れ
た
第
23
回
全
国
高
校
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
抜
大
会
男
子
77

㎏
級
に
、
石
川
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た

県
立
飯
田
高
校
3
年
の
西
中
竜
馬
さ
ん

が
、
ス
ナ
ッ
チ
、
ク
リ
ー
ン
＆
ジ
ャ
ー
ク

種
目
の
ト
ー
タ
ル
2
4
4
㎏
の
記
録
で
見

事
準
優
勝
に
輝
い
た
。

　
「
試
合
に
必
要
な
精
神
力
は
剣
道
で
身

に
つ
い
た
」
と
話
す
西
中
さ
ん
は
、
小
学

3
年
生
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
剣
道
部
に

所
属
し
て
い
た
。
高
校
入
学
と
同
時
に
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
に
入
部
し
、
既

に
全
国
大
会
で
活
躍
し
て
い
た
上
級
生
と

毎
日
3
時
間
の
厳
し
い
練
習
を
重
ね
て
き

た
。
指
導
す
る
西
村
剛
監
督
は
「
筋
肉
の

付
き
方
が
し
っ
か
り
て
い
て
初
心
者
と
は

思
え
な
い
重
さ
を
軽
々
挙
げ
て
い
た
」
と

入
部
当
時
の
印
象
を
語
る
。
西
中
さ
ん
は

1
年
生
か
ら
全
日
本
ユ
ー
ス
強
化
選
手
に

選
ば
れ
る
な
ど
、
質
の
高
い
練
習
環
境
の

中
で
着
実
に
技
術
を
磨
い
て
い
っ
た
。
そ

の
才
能
と
存
在
は
、
2
年
生
の
夏
に
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
9
位
、
秋
に
は
北
信
越
大
会
優

勝
と
い
う
形
で
表
れ
た
。

　

驚
異
的
な
成
長
を
遂
げ
て
い
た
西
中
さ

ん
だ
っ
た
が
、
そ
の
強
化
練
習
中
に
腰
や

肩
の
故
障
に
見
舞
わ
れ
、
思
う
よ
う
な
練

習
が
で
き
な
い
時
期
も
あ
っ
た
。「
自
分

に
足
り
な
い
部
分
の
補
強
期
間
な
ん
だ
と

信
じ
、
下
半
身
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に

励
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
ど
お
り
、
こ
の
肉

体
改
造
が
実
を
結
び
、
練
習
復
帰
後
に
は

次
々
と
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
続
け
た
。

　

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
石
川
県
予

選
、
2
月
の
北
信
越
大
会
と
も
に
ダ
ン
ト

ツ
の
成
績
で
優
勝
を
決
め
た
西
中
さ
ん
。

全
国
選
抜
へ
の
出
場
権
を
勝
ち
取
り
、
全

国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
２
位
に
躍
り
出
た
。

優
勝
を
狙
っ
た
選
抜
大
会
だ
っ
た
が
、
計

6
回
の
試
技
の
う
ち
た
っ
た
一
度
の
ミ
ス

が
勝
敗
を
分
け
る
結
果
と
な
り
、
優
勝
ま

で
あ
と
2
㎏
と
い
う
僅
差
で
涙
を
飲
ん

だ
。

　

ス
ナ
ッ
チ
で
は
２
度
も
自
己
記
録
を
更

新
す
る
な
ど
快
進
撃
を
続
け
て
い
た
西
中

さ
ん
だ
っ
た
が
ジ
ャ
ー
ク
の
２
回
目
。
競

技
を
行
う
４
㍍
四
方
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

に
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
「
何
か
違
和
感

が
あ
る
」
そ
う
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
結
局
そ

の
試
技
は
失
敗
に
終
わ
り
、
そ
の
時
の
状

況
を
「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
さ
過
ぎ

た
の
が
原
因
か
も
し
れ
な
い
」
と
振
り
返

る
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
に
西
中
さ
ん
は

心
技
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
立
て
直
す
。
最
後

の
6
回
目
の
試
技
で
は
成
功
を
意
味
す
る

ブ
ザ
ー
を
会
場
に
鳴
り
響
か
せ
、
準
優
勝

の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

　

全
国
で
も
激
戦
区
と
い
わ
れ
る
男
子
77

㎏
級
制
覇
ま
で
あ
と
一
歩
と
迫
っ
た
西
中

さ
ん
。「
１
㎏
と
い
う
重
さ
の
中
で
記
録

が
ひ
し
め
き
、
順
位
が
入
れ
替
わ
る
感
覚

が
楽
し
い
」
と
こ
の
競
技
の
醍
醐
味
を

語
っ
て
く
れ
た
。

　
「
次
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て
雪

辱
を
果
た
し
た
い
」。

　

西
中
竜
馬
が
日
本
一
王
座
に
つ
く
日
は

近
い
。
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Event  of  Town

鬼の的に向かって矢を放つ氏子ら

鬼を退治して、豊作を祈願する
鬼討ち祭り

　木住地区、木住神社の春祭り「鬼討ち祭り」は、3月 28 日

に行われました。その昔、災いの象徴であった猿鬼を退治した

ことを祝って行われるようになったこの祭りは、400 年以上の

伝統があります。神事のあと、的に描かれた大きな鬼の絵を境

内に立て、氏子らが矢を次々と放って鬼を退治しました。

　このあと神社の中に戻り「花祭り」が行われました。この祭

りは、桃の枝を両手に持ち踊りを即興で踊るもので、ユーモラ

スな踊りに神社の中は笑い声で包まれました。最後に赤・白・

緑の菱餅がまかれ、今年の五穀豊穣と無病息災を祈願しました。

　町スポーツ少年団としての結束や、今年 1年の活動に対する

目標を誓う結団式が４月 20日、内浦体育館を会場に行われ団

員や指導者、保護者など 300 人が参加しました。式では小木

クラブの石崎蓮さん、宇出津ミニバスの得田崇博さん、柳田剣

道の赤田和央さんの 3人が代表して誓いの言葉を述べました。

　このあと団員らは体力テストに挑戦しました。このテストは

運動能力のバランスや、自分に不足している部分を見つけて今

後の活動に生かしてもらおうと昨年度から実施されているもの

です。団員は自分の体力の限界まで真剣に取り組んでいました。

体力テストで自分の力を知ろう
スポーツ少年団結団式

　３月 29日、うみとさかなの科学館でシロザケ稚魚の放流が

行われました。昨年 11月に白山市の手取川を遡
そじょう

上するシロザ

ケから卵を採取し、2月に県水産総合センター美川事業所から

運ばれたという約 300 匹のシロザケの稚魚。1カ月半にわたり

科学館で展示されていましたが、春になったため、今回約 270

匹を放流することにしました。

　この日集まった親子連れは 15人。子どもたちは、一人ずつ

バケツを手に取り、声を掛けながら稚魚を海に放流していまし

た。稚魚は３年から 4年後に手取川に戻るということです。

「帰っておいで」と声をかけながら放流する子どもたち

生き物に触れ優しい心を育む
うみとさかなの科学館・シロザケ稚魚放流

「気をつけてくださいね」と言葉をかけながらお守り100個を配布

春の全国交通安全運動街頭キャンペーン

　春の全国交通安全運動が 4月６日から 15日まで実施されま

した。4月 9日には、道行くドライバーにシートベルトの着用

や早めのライト点灯を呼びかけようと、松波地区で街頭キャン

ペーンが行われました。この運動には内浦レディ・ドライバー

ズクラブの会員や能登警察署員ら 25人が参加しました。

　会員らは交通安全の願いを込めた手作りの涅
ねは ん

槃団子のお守り

やパンフレットを手渡しながら、安全運転への意識を高めてく

ださいと声をかけていました。自分自身の運転テクニックに過

信することなく、常に安心・安全なドライブを心がけましょう。

交通安全の願いを込めた団子

団員を代表して誓いの言葉を宣言する 3人

　4月の第 3土・日曜日に行われる宇出津地区の春祭り「曳山祭り」。今

年は 4月 19・20 日に行われ、白山・酒
さかたる

垂の 2基の曳山が独特の「木遣り

唄」に合わせて宇出津の町を練り回りました。

　曳山祭りは、能登半島一円に伝わる春祭りで、約 480 年前、畠山七尾

城主が五穀豊穣を祈願して神事を執り行った際の出しものといわれていま

す。宇出津の曳山は高さ 6㍍、幅 8㍍、車輪の大きさが 1㍍で、中央に

は数カ月かけて制作された人形が飾られます。宵山・朝山・本山の 3回に

わたり運行される曳山祭りを盛り上げようと、19日午後 5時からは旧宇

出津駅前で弥榮太鼓、20日午後5時からは大棚木獅子舞が披露されました。

▼交差点では、巨大な曳山が
　「角回しの木遣り」に合わせ
　て見事に回ります

▼「てこ」を使って曳山の向きを微調整
　しながら進みます

　現在、復元作業が行われている国指定史跡「真脇遺跡」。こ

の復元に使うクリの木を、縄文時代のおの「磨
ませ い せ き ふ

製石斧」で伐採

する試みが 3月 23日に爼倉の山林で行われました。
　伐採は、縄文人と同じ行動を取ることで遺跡により親しんで
もらおうと真脇遺跡縄文館が企画したもので、首都大学東京の
山田昌久教授（考古学）の指導で行われました。参加者 20人は、
直径約 40 ㌢、高さ 12 ㍍のクリの木に交代で石斧を打ち込み
汗を流しました。5400 回余りで倒れたこのクリの木は、「板敷
き土壙墓」の回りに立てられる木柱の再現に使われる予定です。

縄文人と同じ道具で同じ汗を
真脇遺跡復元クリ木伐採実験 申請から 1年を費やした商標登録証を手にする洲崎会長

伝承娯楽ごいたが商標登録

　町指定文化財にも指定されている宇出津発祥の伝承娯楽「ご

いた」が、このほど商標登録されました。ごいた保存会会長の

洲崎一男さん（藤波）は「4月27日に東京浅草で開催される『ゲー

ムマーケット 2008』というゲームのイベントにも出品するな

ど『ごいた』は地域発祥の娯楽として注目を集めています。今

回の商標登録は、今後『ごいた』を広く使ってもらうためのも

のです」と話し、「文化財、商標と世間に『ごいた』を認めて

もらいました。これからは地元の子どもたちへの普及と交流人

口の拡大に少しでも貢献したい」と抱負を語ってくれました。

地域の宝物「ごいた」が商標登録

作業開始から 4時間後、クリの木は音を立てて倒れました
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4 月春の訪れを告げる木遣り唄
宇出津曳山祭り
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くらしの  掲示板 

有料広告

　あなたも選ばれるかもしれない裁判員。平成
21 年５月 21 日から国民が裁判に参加する裁判
員制度がスタートします。

Ｑ
Ａ①公判に出席する。（公開）

　裁判員に選ばれたら裁判官と一緒に、
公判といわれる刑事事件の審理に出席します。
公判はできる限り連続して開かれます。公判で
は証拠として提出された物や書類を取り調べる
ほか、証人や被告人に対する質問が行われます。
裁判員から証人や被告人などに対して質問する
こともできます。
②評議、評決をする（非公開）
　証拠に基づいて被告人が有罪か無罪か、有罪
だとしたらどんな刑にするべきかを裁判官と一
緒に議論（評議）し、決定（評決）することになり
ます。議論を尽くしても全員一致の結論が得ら

れない場合、評決は多数決により行われます。ただし、その多数意見には裁
判官、裁判員のそれぞれ 1人以上の賛成が必要とされています。有罪か無罪
か、有罪の場合どのような刑にするかについての裁判員の意見は裁判官と同
じ扱いとなります。
③判決宣告（公開）
　評決内容が決まると、法廷で裁判長が判決の宣告をします。裁判員として
の仕事は判決の宣告により終了します。

裁判員に選ばれたら
　　どんなことをするの？

第 17回のときりしま展を開催  

　のときりしまの苗などの即売コー
ナーやお茶席もあります。
〈日時〉５月４日㈰・５日㈪ 9:30～17:30
〈場所〉能都庁舎 1階　集会室
〈展示品〉のときりしま、山野草、盆栽
問のときりしまの里委員会

いちごジャム作りを体験しよう 

〈日時〉５月24日㈯10:00
〈場所〉農林水産物加工開発センター
〈参加費〉1,000 円（エプロン持参）
〈申込期限〉
　5月 21 日㈬
問農林水産物加工
　開発センター
　☎ 72-8111

アメフラシでお絵かきに挑戦！ 

　春の磯を代表する生き物アメフラシ
の生態や特徴について観察し、アメフ
ラシの出す紫色の液で絵を描いてみま
せんか。
〈日時〉５月 10 日㈯ 13:30 ～ 15:30
〈場所〉のと海洋ふれあいセンター
〈対象〉小学校低学年以下の人は保護
者同伴でお願いします。（定員：20 人）
〈参加費〉無料（ただし高校生以上は
入館料 200 円が別途必要）
〈服装〉野外で活動できる暖かい服装
（濡れても良い靴、雨具など）
問のと海洋ふれあいセンター 
　☎ 74-1919

■ゆったり、あったか温泉三昧

　那須温泉ゴヨウツツジと浅草下町
鈴本演芸場漫談！
〈日程〉6 月 6 日㈮～ 8日㈰
〈費用〉1人：65,000円〈定員〉40人
60歳以上仲良し夫婦割 125,000円
〈申込期限〉5 月 16 日㈮

■がんばったあなたに ! ご褒美を

　贅沢ホテルディナー＆エステ
〈日程〉6 月 14 日㈯・15 日㈰

〈費用〉1 人：49,800 円～
〈定員〉40 人
〈申込期限〉5 月 23 日㈮

■笑いで梅雨をぶっ飛ばそう！

　ものまねそっくり館＆日本橋めぐ
りの旅！
〈日程〉6 月 15 日㈰・16 日㈪　
〈費用〉1 人：45,000 円～
〈定員〉35 人
〈申込期限〉5 月 23 日㈮

能登空港からはじまる「旅
たび

」問能登空港利用促進同盟会  ☎0768-26-2366

金沢地方検察庁
金沢弁護士会
問金沢地方・家庭裁判所
　☎ 076-262-4432

裁
判
員
制
度
Ｑ
＆
Ａ
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5月1日から7日は「憲法週間」です。

能登町役場各課直通電話番号一覧
【代表番号☎62-1000】
能都庁舎
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　税務課☎62-8505
　　収納対策室☎62-8506
　会計課☎62-8509
　監理課☎62-8504
　農林水産課水産分室☎62-8508
　環境対策課☎62-8507
　　能都サービス室☎62-8500
内浦庁舎
　健康福祉課
　　（児童保育）☎72-2512
　　（医療介護）☎72-2502
　　（福祉庶務）☎72-2503
　　（健康推進）☎72-2504
　　（包括支援）☎72-2513
　商工観光課☎72-2505
　　海洋深層水対策室☎72-2506
　学校教育課☎72-2509
　生涯学習課☎72-2510
　水道課☎72-2508　
　下水道課☎72-2507
　町民課☎72-2501
　　内浦サービス室☎72-2500
柳田庁舎
　広報情報推進課☎76-8301
　建設課☎76-8304
　農林水産課☎76-8302
　　農業委員会☎76-8303
　　柳田サービス室☎76-8300
議会庁舎
　議会事務局☎76-8310

【今月の納税】
固定資産（都市計画）税　第１期
納期限：6月 2日㈪

住宅用火災警報器

設置推進キャンペーン

10 年寿命の電池を内蔵
熱式もあります

地域、職場などでまとめて
いただけると

３,８００円（税込）
で販売いたします。

お申し込み・ご相談は

北陸綜合警備保障㈱
珠洲営業所☎ 82-5331

ホームセキュリティ月々３，０００円から

365日・24時間。見守り、そして駆けつけます。

無料「セキュリティアドバイス」
ーお気軽にご相談くださいー

非常通報 火災感知

有料広告

新発売能登海洋深層水焼酎
石川県奥能登の素朴な気候風土と伝統ある能登杜氏の
技を活かし、原材料は国産大麦 100％そして水深
320mから取水した能登海洋深層水で仕込み醸し出さ
れ、割水にも使用しています。
卓越した技と無限の資源との融合が「極」とも言える
絶妙な味を生み出しました。
まろやかで、深い味わいを、ロック、水割りでお楽し
み下さい。

【販売店】
能登町柳田　本間百貨店　☎ 76-0013
能登町小木　石岡酒販店　☎ 74-0066

720㎖ 1,300円（税込）

お知らせ
財務行政懇話会に参加ください  

〈日時〉5 月 19 日㈪ 13:30 ～ 15:00
〈場所〉能都庁舎 4階ホール
〈内容〉講演「わが国財政の現状と課題」
講師：北陸財務局長 大森 通伸 氏
〈対象〉どなたでも（参加無料）
〈申し込み方法〉電話・FAX・Ｅメー
ルのいずれかで 5 月 9 日㈮までに申
し込みください。
問北陸財務局 財務広報相談官
　☎ 076-292-7866　℻ 076-291-6226
　kouhou@mof-hokuriku.go.jp

7 月から変わります最低賃金法  

　７月1日から施行される最低賃金法
の主な改正点は次のとおりです。
・地域別最低賃金を決定する場合には
労働者が健康で文化的な最低限度の生
活を営むことができるよう、生活保護
との整合性にも配慮すること。
・地域別最低賃金の不払いの場合の罰
金の上限が 2万円から 50 万円に引き
上げられること。
・派遣労働者については派遣先の地域
（産業）の最低賃金が適用されること。
問石川労働局 ☎ 076-265-4425

自動車税の納期限は６月２日     

　平成 20 年度の自動車税は最寄りの
金融機関または県総合（県税）事務所
で納期内に納税しましょう。
【トラブル防止のために】

・手放したら変更登録、廃車したら抹
　消登録を確認しましょう。
・住所変更したら県税務課、県総合（県
　税）事務所へ届け出ましょう。
・納税証明書は車検証と一緒に保管し
　ましょう。
問石川県税務課 ☎ 076-225-1273

催  し・イベント
連休中は能登空港のイベントへ  

■深紅の花の祭典
 　「のとキリシマツツジフェスティバル」
〈会場〉能登空港多目的広場
〈日時〉3・4日9:00～17:00 
　　　       5日9:00～16:00
■能登の特産品が集結
　「THE  地物市」
〈会場〉能登空港多目的広場
〈日時〉3・4日 10:00～16:00
■掘り出し物を見つけよう
　「のっぴーフリマ」
〈会場〉能登空港前広場
〈日時〉4・5日 10:00～15:00
問能登空港賑わい創出実行委員会
 ☎ 0768-26-2303

真っ赤なイチゴに会いにいこう 

　イチゴ狩りのあとは、苺一会（いち
ごいちえ）に行こう。
〈日時〉5 月 17 日㈯・18 日㈰
　　　 10:00 ～ 15:00
〈場所〉赤崎海岸
〈内容〉いちごミルク無料配布など
問商工観光課☎ 72-2505

④
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　平成 20 年５月１日から、窓口での「本人確認」が法律上のルー
ルになりました。不正な手段により証明書などの交付を受けた場合は
30万円以下の罰金に処せられることがあります。
　皆さんのご協力をお願いします。

Ｑどうして「本人確認」をするの？

Ａ本人になりすました虚偽の届け出や、戸籍・住民票等証明書
の不正取得を防止するために本人確認を行います。戸籍・住

民異動の届出、戸籍・住民票などの証明書の交付申請時に身分証明
書の提示をお願いしています。

Ｑどんなときに本人確認が必要なの？

Ａ届書を提出することによって効力を発する届出や、各種証明書
の発行を受けるときに必要です。

◆本人確認が必要となる手続き

Ｑどのような方法で本人確認をするの？

Ａ窓口で下表の書類を提示してください。申請時に本人確認がで
きない場合は、交付できない場合もあります。また、代理人に

よる申請は下記の本人確認と委任状が必要です。

◆窓口で提示する書類

Ｑ郵送で請求するときはどうなるの？

Ａ郵便による請求の場合は、前出の本人確認に必要な書類の写
しを併せて同封してください。また、代理人による申請は、窓

口での申請同様、本人確認と委任状が必要です。

戸籍の届出 婚姻、離婚、養子縁組、養子離縁、認知、不受理申出

住民異動の届出 転入、転居、転出、世帯分離、世帯合併、世帯主変更

戸籍・住民票等
証明書の交付申請

戸籍（除籍）謄・抄本、戸籍の附票の写し、住民票（除
票）の写し、住民票記載事項証明書、身分証明書など

１点で
よいもの

国または地方公共団体の機関発行の顔写真付身分証明書
（運転免許証、パスポート、顔写真付住民基本台帳カード等）

上記の書類がな
い場合に２点
必要なもの

健康保険の被保険者証、年金証書（手帳）、住民基本台帳
カード（顔写真なし）、介護保険の被保険者証・写真のある社
員証および学生証・またはこれらと同等のもの

役
場
窓
口
で

「
本
人
確
認
」を
行
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て
い
ま
す
。

能登町ホームページで
バナー広告を募集しています。
　バナー広告とは、インターネット広告の一種で、
Webサイトに広告の画像を貼り、広告主のWeb
サイトにリンクする手法のことです。
【アクセス数】月平均約 12,000 アクセス
【広告サイズ】　50 ピクセル× 180 ピクセル
【広告料（消費税込）】　月額 5,000 円
※連続掲載割引あり
　バナー広告について詳しくは、町ホームページ
または広報情報推進課（☎ 76-8301）までお問い
合わせください。

有料広告

　能登特用林産研究会「とくり
ん研」は能登町の特産キノコを
目指してマイタケとシメジの栽
培研究を行っています。
　林地や庭先でも栽培可能で特
別な設備も必要なく天然に近い
美味しいマイタケやシメジを栽
培してみませんか。　

○マイタケ完熟原木菌　
　5 個入り 1箱　4,515 円
○ハタケシメジ完熟菌床
　5 個入り 1箱　2,500 円
※申し込みは 5月 15 日まで
（連休中は不可）。栽培方法な
ど詳しくはとくりん研事務局
☎ 76-1552（夢一輪館）まで

広告募集中
申し込み、問い合わせは
広報情報推進課（☎ 76-8301）まで

「広報のと」に広告を掲載しませんか？

募     集
町営住宅の入居者を募集します 

〈募集期間〉5 月 1 日㈭～ 15 日㈭
〈対象住宅〉①わすみ団地  3LDK 2戸
（上町）②鵜川駅前団地  3DK1戸（七見）
③桜木住宅  3DK・2DK各1戸（鵜川）
〈家賃〉①月額 35,000 円　②月額
45,000 円　③所得により家賃が決定
〈入居資格〉
・能登町に住所を有する人（予定者も含む）
・住宅に困窮している人
・町税などの滞納がない人
・収入基準：①・②所得月額が 20 万
　円超　③所得月額が 20 万円以下
・単身の人はご遠慮いただくことがあ
　ります。
※入居者募集に関する最新情報は、町
ホームページ・有線テレビ文字放送で
確認することができます。
問 建設課 ☎ 76-8304

県職員等採用候補者試験を実施

○大学卒程度
〈受付期間〉5 月 19 日㈪～ 6月 2日㈪
〈1次試験〉6 月 29 日㈰
○高校・短大卒程度
〈受付期間〉8 月 1 日㈮～ 9月 1日㈪
〈1次試験〉9 月 28 日㈰
○警察官Ａ・女性警察官Ａ
〈受付期間〉5月 26日㈪～ 6月 16日㈪
〈1次試験〉筆記試験：7月 13 日㈰
　　　　　 体力試験：7月 19 日㈯
○警察官Ｂ・女性警察官Ｂ
〈受付期間〉8 月 1 日㈮～ 9月 1日㈪

〈1次試験〉筆記試験：9月 21 日㈰
　　　　 　体力試験：9月 27 日㈯
問県人事委員会事務局
　☎ 076-225-1871

能登ふるさと博マスコット募集 

　７月に能登 4 市５町を舞台に開催
される「能登ふるさと博」を全国にア
ピールするために、シンボルとなるマ
スコットキャラクターのデザインと愛
称を募集します。
〈募集内容〉親しみやすく能登らしさ
が感じられるもので、応募者の自作未
発表のものに限る
〈応募方法〉1 人何点でも応募可能
〈応募資格〉プロ・アマを問いません
〈募集期限〉5 月 15 日㈭　※入賞者は
5月中に県ホームページなどで発表
問県観光交流局観光推進課
　☎ 076-225-1538  ℻076-225-1540

日本赤十字社員および社資募集 

　国際的な紛争や自然災害による被災
者を救援するなど、国内においても地
域に根差した活動を行っている日本赤
十字社。活動に必要な資金は、皆さん
から寄せられる社資によって支えられ
ています。今年度も社員増強運動にご
協力をお願いします。
　1世帯あたり 500 円以上を各区長、
町内会長を通じて募集します。納入さ
れた社資は日本赤十字社石川県支部に
送金され、社員名簿に登録されます。
問 健康福祉課 ☎ 72-2503

相　談
行政に関する相談を受付けます  

　行政に関する相談を受け付けていま
すので気軽にご利用ください。
〈定例相談所・行政相談委員〉
◆能都庁舎・吉岡梅子（☎ 62-1000）
　偶数月の 19 日（休日の場合は前平
　日）10:00 ～ 12:00
◆笹ゆり荘・広橋義男（☎ 76-0088）
　毎月第 3火曜日　10:00 ～ 12:00
問総務課 ☎ 62-8510

無料クレサラ相談を実施します 

〈５月の相談日〉8 日、15 日、22 日、
29 日（木曜日）13:45 ～ 16:15
〈場所〉穴水町地域情報センター
〈相談料〉30 分以内　5,000 円
〈申し込み〉相談日前日の午後 5時ま
でに電話で予約ください。
問 金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

心配ごと相談をご利用ください 

　日常生活での悩みごとや心配ごとに
相談員が親身にお応えします。
〈能都庁舎〉
　９日㈮、19 日㈪ 10:00 ～ 12:00
〈笹ゆり荘〉
　13 日㈫、27 日㈫  10:00 ～ 12:00
〈内浦福祉センター〉
　12 日㈪  13:30 ～ 15:30
〈小木支所〉
　20 日㈫ 13:30 ～ 15:30
問 社会福祉協議会 ☎ 72-2322



珠洲市
○抒情書家の世界　五友宿｢墨から炭まで｣展
　5月 1日㈭～ 31 日㈯

　
〈見所〉能登に暮らす抒情書家、室谷一家３
人の作品展。自然や人とのさまざまな語らい
から生まれた作品がラポルトすずのロビーを
飾ります。週末にはゲストを招いて ｢トーク
サロン ｣を連続開催。　

輪島市
○白米千枚田田植え　5月 11 日㈰

〈見所〉５月 11 日は、千枚田で田植えをし
ませんか。千枚田の風景がいつまでも見られ
るように、皆さんのご協力をお願いします。
○ 8:30 受け付け○ 9:20 アトラクション
○ 10:00 田植え開始
問輪島市観光課☎ 0768-23-1146

穴水町
○「能登峨山きりしま」展示即売会
　5月 9日㈮～ 11 日㈰ 9:00 ～ 17:00

〈見所〉上中集会所で、「峨山きりしま」をは
じめ「ささゆり」など山野草の即売会を開催
します。
問上中園芸組合☎ 0768-52-1470（中橋）

中
央
図
書
館 （
宇
出
津
公
民
館
内
）

　
　
　

☎
62
ー
３
４
５
８

こどもみらいセンター　☎ 62-1503
　　　　◆開館時間 9:15 ～ 17:30　 ◆休館日  月曜日、第３日曜日
2日㈮ 10:30　★ぴよぴよタイム
9日㈮ 10:30　★子育て教室
10 日㈯ 13:30　母の日プレゼント作り（小学生以上）
16 日㈮ 10:30　★ぴよぴよタイム
17 日㈯ 13:30　こどもクッキング（小学生以上）
23 日㈮ 10:30　★身体測定
★：対象は未就園児の親子
　※「親子レクリエーション」は６月 21日㈯に変更
　　　　　　　　
まつなみキッズセンター　☎ 72-0269
　　　　◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日  日曜日、月曜日
7日㈬ 15:00　端午の節句ミニお茶会
14 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ「ジェンガ大会」
17 日㈯ 14:00　読み聞かせボランティア「ひまわり」
21 日㈬ 15:00　あっぷるくらぶ「キッズオリンピック」
24 日㈯ 14:00　おはなし隊がやってくる（ひまわりと合同）
1日・8日・15 日・22 日・29 日㈭ 10:00  児育て教室

脳を活かす勉強法
■茂木健一郎
　脳は年齢、環境に関係なく成長する。鶴の恩
返し勉強法、瞬間集中法、脳のしくみを活かし
た 37 の勉強法を初公開。奇跡の「強化学習」！

5 月の新刊案内

天地人（上・下） 　火坂 雅志
花の巡礼　高橋 順子
愛しの座敷わらし　荻原 浩
藪枯らし純次 　船戸 与一
埋もれる　奈良美那 　ほか

行事あんない

■おはなし会　　　10 日㈯・21 日㈬ 14:30
■おはなし学習会　14 日㈬ 19:30
■おはなし勉強会　18 日㈰ 13:30
■読書会（一般）  　28 日㈬ 13:30
〈開館時間〉水～日曜日 9:00 ～ 17:00
〈休館日〉月曜日、火曜日、祝日、  月末（図書整理日）

※大会案内や結果は、主催者、学校、スポーツ少年
団などからの報告により掲載しています。

スポーツ
カルチャー
案内＆結果

Le
t's
 En
joy
 Sp
ort
s a
nd
  cu
ltu
re

小学生体力づくり教室会員募集！
　スポーツをとおして体を動かす楽し
さを体験しよう。

〈日時〉5 月 8 日㈭から全 24 回
　　　  毎週木曜日 17:30 ～ 19:00
〈場所〉内浦体育館
〈対象〉小学 1・２年生
〈内容〉かけっこ、なわとびなどの簡
単な運動や、軽スポーツ、昔の遊びな
どで体を動かす楽しさを身につける
〈参加料〉3,500 円（保険料込）
〈定員〉30 人
問 内浦体育館 ☎ 72-0200

全日本ジュニアウエイトリフティング
選手権大会（3/8･9）
〈女子 58 ㎏級〉①菊田泰子（金沢学院
大・布浦出身）トータル 170㎏
〈女子＋ 75 ㎏級〉③谷上蛍（金沢学
院大・恋路出身）トータル 165 ㎏

3
月
29
日
か
ら
千
葉
県
白
子

町
で
開
催
さ
れ
た
「
第
7

回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
」
で
能
登
町
の
子
ど
も
た
ち
が
好

成
績
を
残
し
た
。
女
子
5
年
生
の
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に
出
場
し
た
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中
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依
緒
里

ペ
ア
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鵜
川
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ト
テ
ニ
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ス
ポ
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ツ
少
年
団
）
は
、
昨
年
度
優
勝
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ア

を
破
っ
て
決
勝
に
勝
ち
上
が
り
、
決

勝
戦
で
は
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
の
末

に
惜
敗
し
準
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と
な
っ
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。
同
じ

く
女
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5
年
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場
し
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井

田
真
季
・
宮
前
貴
子
ペ
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（
同
）
も

ベ
ス
ト
8
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
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昨
年
4
年
生
以
下
の
部
で
ベ
ス
ト

8
だ
っ
た
橋
本
・
中
田
ペ
ア
。
橋
本

さ
ん
は
「
大
会
で
は
調
子
が
良
か
っ

た
し
安
心
し
て
打
て
た
」
と
話
し
、

中
田
さ
ん
は
「
去
年
の
優
勝
ペ
ア
に

勝
て
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
」
と

今
大
会
を
振
り
返
っ
た
。
當
目
昌
次

郎
コ
ー
チ
も
「
課
題
は
ま
だ
ま
だ
あ

る
が
、
以
前
に
比
べ
精
神
的
に
も
強

く
な
っ
た
」
と
分
析
す
る
。

　

テ
ニ
ス
が
大
好
き
と
い
う
二
人
。

「
次
の
目
標
は
夏
の
全
国
大
会
で
優

勝
す
る
こ
と
」
と
声
を
そ
ろ
え
た
。

全国小学生ソフトテニス大会準優勝！
（3月29 ～31 日、千葉県白子町）

橋本  遥
はるか

・中田依
い お り

緒里ペア（鵜川ソフトテニス
スポーツ少年団 ）が

全国大会準優勝を果たした橋本遥（写真右）・中田依緒里ペア
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新
し
い
救
急
救
命
士
が
誕
生
！

消防団員初任教養研修会を開催

放
水
訓
練
を
実
施
す
る
参
加
団
員

能登消防署の新保正範消防士長が半年間
の研修を終え、このほど救急救命士の

国家試験に合格しました。
　救急救命士は救急隊員が行う応急処置に加
え、心肺停止の傷病者に対して医師の具体的
な指示のもとに、特定器具を用いた高度な気
道確保や、静脈路確保のための輸液などの救
急救命措置を取ることができます。
　今回新たに救急
救命士となった新
保消防士長は「救急
救命東京研修所で
学んだことを、町民
の皆さんのために
しっかり生かし、救
命率向上のために
頑張ります」と力強
く今後の抱負を語り
ました。

平成 18 年度以降に入団した消防団員を対象とした
研修会が 4月13日に町消防防災総合センターで

開かれました。この研修会は消防団員としての資質向
上を目的として行われ 17 人が参加しました。
　団員らは消防倫理や消防活動、消防車両の構造など
について講義を受けました。

新保正範 消防士長
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能
登
交
通
安
全
協
会

安 心  安  全 ま ち づ く り
◆農業・林業を営むための焼却について
　稲わら、田畑法面の雑草、枝打ちした枝などの焼却をする
際には、消火用の水を準備し、火から目を離さないようにしま
しょう。

◆乾燥した季節は要注意！
　空気が乾燥した日、風の強い日は特に注意が必要です。

◆家庭ごみの野焼きは違法！
　能登町指定の方法で処分しましょう。（違反した場合は、5
年以下の懲役または 1,000 万円以下の罰金）

①普通自転車の歩道通行に関するもの
　歩道通行できるのは、道路標識などで指定
　された場合に加え、運転者が児童・幼児な
　どの場合、車道または交通の状況から見て
　やむを得ない場合となりました。
②乗車用ヘルメットに関する規定
　児童・幼児（13 歳未満の者）を保護する
　責任のある人は、児童・幼児を自転車に乗
　車させるときは、乗車用ヘルメットをかぶら
　せるよう努めなければなりません。

★自転車の安全５則を守ろう★
　１，自転車は車道が原則、歩道は例外
　２，車道は左側を通行
　３，歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行
　４，安全ルールを守る
　　　○飲酒運転、二人乗り、並進の禁止
　　　○夜間はライト点灯
　　　○交差点で信号を守る、
　　　　一時停止と安全確認
※ 6月19日までに施行されます。

　春になり、野焼きによる火災が発生しています。火災を防ぐ
ためにも、次の項目をしっかり確認のうえ、火の扱いには十分
注意しましょう。
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基
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年
金
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※
年
金
番
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２
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お
持
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場
合
…
不
明
な
年
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い
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・
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１
免
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り
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退
職
さ
れ
た
人
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免
除
の
特
例
承
認

　

失
業
を
理
由
に
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
特
例
承
認
が
受
け

ら
れ
ま
す
。印
か
ん
と
退
職
証
明
書
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
が
必
要

で
す
。

問
年
金
記
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相
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専
用
フ
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ー
ダ
イ

ヤ
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☎
０
１
２
０

－

６
５
７
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０

町
民
課
年
金
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☎
72
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２
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０
１
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都
サ
ー
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☎
62

－

８
５
０
０

柳
田
サ
ー
ビ
ス
室
☎
76

－

８
３
０
０

納めよう！
幸せ守る国民年金

後期高齢者医療の

保険料率が改定されました
改　定　前

均等割 年額 45,480 円

所得割率 8.33％

1 人当たり保険料額
（平均）

年額 84,564 円

月額 7,047 円

軽減後の実質的な
1人当たり保険料額
（平均）

年額 71,724 円

月額 5,977 円

改　定　後

均等割 年額 45,240 円 ▲ 240 円

所得割率 8.26％ ▲ 0.07％

1 人当たり保険料額
（平均）

年額 84,059 円 ▲ 505 円

月額 7,005 円 ▲ 42円

軽減後の実質的な
1人当たり保険料額
（平均）

年額 71,293 円 ▲ 431 円

月額 5,941 円 ▲ 36円

①国民健康保険に加入していた人
　10月から特別徴収（年金天引き）額の変更（※特別徴
　収以外の人は 7月から徴収開始）
②社会保険に加入していた人（本人）　7月から徴収開始
③社会保険に加入していた人（被扶養者）
　10月から徴収開始

※平成 19 年 9月以降に保険が変更になった人や 75 歳に
なった人については、徴収開始時期が異なる場合もありま
すのでご了承ください。

　　　　　　問 健康福祉課 医療介護グループ ☎ 72-2502
　 　　　　　 　後期高齢者医療広域連合 ☎076-223-0140

　石川県の保険料率が下記のとおり改定されました。
保険料は7月の本算定時に改定後の保険料率で再計
算します。

【入札結果】
3月 16日～ 4月 15 日

※ 5月号からの入札結果の掲載は、
　契約金額 500 万円以上が対象と
　なります。入札結果（全件）は町　
　ホームページに随時掲載してい　
　ます。　　　  問監理課62-8504

件　名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

町道波並 1号線　
道路改良工事（1工区） 波並 建設課 7,644,000 円 札木建設

町道波並 1号線　
道路改良工事（2工区） 波並 建設課 8,820,000 円 ㈲ケイ・エム・ティ

町道波並 1号線 舗装工事 波並 建設課 6,667,500 円 ㈱ソテック

町道 2級藤ノ瀬 1号線　
道路改良工事その 2 藤ノ瀬 建設課 6,562,500 円 ㈱大西建設

町道白丸 3号線
向出橋　橋梁改修工事 白丸 建設課 17,325,000 円 ㈱西中建設
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健康福祉課 ☎ 72-2504

1 歳 6カ月児健診

〈期　日〉5 月 22 日㈭　〈受付時間〉13:10 ～ 13:30
〈場　所〉能都庁舎  1 階集会室
〈対象児〉平成 18 年 9月 1日～ 10 月 25 日生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票
〈担　当〉小児科医師、歯科医師、歯科衛
生士、保健師、栄養士、保育士

離乳食教室～開始から 2回食まで編～

　離乳食を始めるころから、２回食（およそ８カ月）ころ
までの教室です。参加を希望する人は、５月７日までに役
場健康福祉課までお申し込みください。参加費は無料です。
身体計測もできますので、ぜひ参加してください。
〈期　日〉5 月 9 日㈮　〈受付時間〉9:30 ～ 9:50

〈場　所〉能都庁舎  1 階集会室
〈持ち物〉母子健康手帳、バス
タオル、大人用エプロン、　お
むつなど
〈担　当〉保健師・栄養士

ポリオ生ワクチン投与

〈期　日〉5 月 20 日㈫　〈受付時間〉14:00 ～ 14:30
〈場　所〉まつなみキッズセンター〈担当医〉   武田医師
〈対　象〉生後 3カ月～ 90 カ月で未投与のお子さん
〈持ち物〉予診票・母子健康手帳
　　　　（忘れた場合は接種できません）
　

介護予防教室を開きます

　元気な高齢者が要介護状態にならないように、また介護
が必要な人もそれ以上に悪化させないために役立つ介護予
防教室を実施します。介護予防の対象者となった人（生活
機能が低下している人）には、運動機能を高める教室、栄
養改善の教室、口腔ケアの教室に参加していただき、生活
機能の改善を図ります。  介護予防の対象者となるかどうか
は『生活機能評価』を行い、医
師の診察の結果決定します。　
　近ごろ、足腰が弱って転びや
すい、食欲がなくやせてきた、
固い物が食べにくいなどの症
状をお持ちの人はご連絡くだ
さい。　
問健康福祉課
　包括支援センター ☎72-2513

検診項目 自己負担額
胃がん検診 800円
大腸がん検診 300円
肺がん検診
（胸部レントゲン撮影） 200円

肺がん検査
（喀痰検査） 500円

Ｑ，特定健診・特定保健指導とは？

　内臓脂肪型肥満に着目した、糖尿病や心
筋梗塞、脳卒中等の生活習慣病予防のため
の健診です。健診の結果に基づき、その段
階に合った個別の生活習慣改善のための保
健指導が受けられます。

Ｑ，特定健診を受けるには？

　受診券と健康保険証が必要となりま
す。受診券は、加入の医療保険者から
送られてきます（国民健康保険加入の

人は５月中旬予定）。健診案内に従い、それぞれ保険者指
定の健診会場や医療機関で受診することになります。

Ｑ，75歳以上の人の健診は？

　健診を希望する人は事前に申し込みが必要です。6月か
ら9月中に健康福祉課までご連絡ください。
　現在、医療機関で血圧、
糖尿病、高脂血症、心疾患、
脳血管疾患などで治療を受
けている人、施設などで健
康管理している人は、健診
の必要はありません。

2008.5  № 3929

受診券

宇出津総合病院だより（☎ 62-1311） http://www.hospitalnet.jp/
診療情報は、病院ホームページで確認できます。

■新任医師紹介

　　
　　

■小児科専門外来〈小児神経〉　
　5月 27 日㈫ 14:00 ～ 16:00　

〈検診項目〉
　肺がん（結核 )、胃がん、大腸がん
〈費　用〉

※がん検診の自己負担額が一部変更になりました。

期　日 場　　　所 受付時間
5月18日㈰

能都庁舎
8:00 ～ 10:00　　19日㈪

　　20日㈫ 高倉公民館

　　21日㈬
農村環境改善センター 8:00 ～ 9:00
鵜川公民館 9:30 ～ 10:30

　　25日㈰ 内浦福祉センター
8:00 ～ 10:00

　　26日㈪ 小木地区活性化センター

　　28日㈬
不動寺公民館 8:00 ～ 9:00
内浦スポーツ研修センター 9:30 ～ 10:30

　　30日㈮
上町公民館 8:00 ～ 9:00
山せみ荘 9:30 ～ 10:30

6月 1日㈰ 柳田山村開発センター 8:00 ～ 10:00

未来への  
安心切符、  がん検診。

〈内  科〉　
 辻　国広 医師
　4月 1日から内
科に勤務となりま
した辻国広（つじ・
くにひろ）と申し
ます。健康な体
を維持するため

には、病気の早期発見・治療が大切と
考えております。おなかのエコーや胃
カメラも行っておりますので、健康に
不安のある方は、お気軽に内科外来に
お越しください。
　自分も精一杯頑張りますので、今後
ともよろしくお願いします。　

■肝炎インターフェロン治療に係る医療費助成制度

　県ではＢ型およびＣ型肝炎のインターフェロン治療に係る
医療費助成を平成 27 年 3月31日まで実施します。
①対象となる治療：Ｂ型およびＣ型肝炎ウイルスの除去を目
的として行うインターフェロン治療で、保険適用となっている
もの（初診料、再診料、検査料等を含む）が対象です。
インターフェロン治療と無関係な治療は対象となりません。
（注）医療費助成を受けるには、県が発行する受給者証が必要。

②自己負担限度額：所得に応じて自己負担限度額が決定。

　

③受給者証の申請に必要なもの
・肝炎インターフェロン治療受給者証交付申請書・インターフェ
ロン治療受給者証交付申請に係る診断書（指定医療機関発行
のもの）・被保険者証等の写し・住民票（世帯全員）・市町村
民税課税証明書（世帯全員）
　　　　　　問県能登北部保健福祉センタ－珠洲地域センタ－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 84-1511

区分 世帯の市町村民税（所得割）課税年額 自己負担限度月額
Ａ 65,000 円未満の場合 10,000 円

Ｂ 65,000 円以上 235,000 円未満の場合 30,000 円

Ｃ 235,000 円以上の場合 50,000 円

　健康は何よりの宝物です。あなたと、あ
なたの大切な家族のためにも定期的な検診
を受けましょう。がん検診の詳細については、
世帯配布されるチラシをご覧ください。

はじまります『特定健診・特定保健指導』
　40歳から74歳の人を対象とした新しい健診制度がスタートします。毎日を元気に過ごし、
医療費の負担を少なくするためにも特定健診を受けましょう。



特集番組！　

★その他の番組：6:00～ ラジオ体操、7:30～ まちむらNOW（金土日は休）、8:00～ 農政番組（土日は休）、9:00～ のびのびかんたんみんなで体操、
　 9:30～ 里からの便り（金土日は休）、12:00～ ＪＡ番組（土日は休）、15:00～ のびのびかんたんみんなで体操
★「のとほっとらいん」はインターネットでも同時配信しています。能登町ホームページからご覧ください。
★番組と番組の間の時間には文字放送「テレビかわら版」でさまざまな情報をお伝えしています。

★きらきらチャンネル（自主制作番組）　　■とくトクたいむ（提供番組）　

放
送
時
間

月～金 翌日
 　 18:30 ～（初回） 6:35 ～
 　 19:30 ～ 11:00 ～
 　 21:30 ～ 12:30 ～
　  23:30 ～

土曜日午後６時から前週分、日曜日午後１時
から前々週分を再放送しています

月の
番組案内5こ せ き

の ま ど

3/16 ～ 4/15

※個人情報保護のため、本人またはご家族   
     の希望があったものを掲載しています

　今月の文化財特集では、たくさ

んの人に話を伺った。実際に保存・

管理している人の話の中には、資

料だけでは得られない貴重な意見

もたくさんあった。机上ではなく、

実際に見て、聞いて得た情報の大

切さを改めて痛感した。そして今

まで知らなかった、気づかなかっ

た貴重な文化財がこの町に残され

ていることに驚いた。特に興味を

持ったものは、座談会の中で出て

きた「ムカシトンボ」。機会があ

れば、ぜひこの目で「生きた化石・

ムカシトンボ」が能登町の渓流を

飛び回っている姿を見たいと強く

思った。

　5月は能登半島が「のとキリシ

マツツジ」で真っ赤に染まる季節。

キリシマの咲き誇る時間は短く、

最高にきれいな状態にはなかなか

出会うことができないが、1本で

も多く最高の状態のキリシマをカ

メラに収めたいと思っている。

　「ムカシトンボ」も「のとキリ

シマツツジ」も、実際に自分で見

て、聞いて、感じたことを皆さん

に伝えていきたい。

　ウエイトリフティングの西中さ

んを取材した。自分との戦いでも

あるこの競技に青春をかける西中

さん。「家族はどんなふうに支えて

くれますか」の質問に「あまり重

いのは挙げるなと言われます」と

答えてくれた。日本一を目指せと

いう意味とはまったく逆のその言

葉には、彼の身体を気遣う家族の

優しさが込められていた。

人口（人） 22,181 － 85
男 10,447 － 43
女 11,734 － 42

世帯数（戸） 8,122 － 11

外国人登録者（人） 279
男 139
女 140

先月比

のとほっとらいん

  

出
生
児　

  

両
親
の
名
前　

   

住
所

    　

  

氏
名　

         

本
籍        

住
所

      

氏
名　

           

年
齢  　

    

住
所 

北
山　

忠
さ
ん
（
真　

脇
）
10
万
円

西
野　

貢
さ
ん
（
崎　

山
）
10
万
円

棚
田
好
広
さ
ん
（
松　

波
）
５
万
円

西
尾
静
子
さ
ん（
内
浦
長
尾
）5
万
円

小
寺
靜
枝
さ
ん
（
十
郎
原
）
10
万
円

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

い
わ
か
が
み
の
会　
　
　
　

6
万
円

以
上
、
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

秋
脇
渚な

み心　

元
・
章
子　
　

真　

脇

持
木
馨か
お
る
こ子　

呂 

咏
錫
・
協
子　

宇
出
津

磯
野
日ひ

な

の
菜
乃　

千
聡
・
澄
子　

姫

山
本
菜な

な

こ
々
子　

秀
明
・
美
幸　

上　

町

中
川
陽ひ

な

こ
菜
子　

満
・
恵
美　

崎　

山

滝
田
琉り
お
ん温　
健
太
郎
・
加
奈
子　

宇
出
津

川
端
孝た
か
の
り典　

充
・
八
千
代　

不
動
寺

大
谷
内
直
樹　

合　

鹿

岩
坂
夏
希　
　

時　

長

影
田
孝
俊　
　
五
郎
左
エ
門
分

池
野
友
香
里　

加
賀
市

喜
多
隆
志　
　

波　

並

千
徳
総
子　
　

輪
島
市

橋
本
洋
一　
　

上　

町

林　

和
子　
　

松　

波

中
間
大
司　
　

宇
出
津

宮
前
紋
子　
　

布　

浦

今
寺
賢
志　
　

柳　

田

眞
鍋
裕
子　
　

愛
媛
県

中
村　

満　
　

新　

保

杉
政
尚
美　
　

金
沢
市

合　

鹿

能
美
市

波　

並

上　

町

宇
出
津

京
都
府

白
山
市

（（（（（（（

小
寺
重
忠　
　
　

64
歳　
　

十
郎
原

谷
内
昌
作　
　
　

83
歳　
　
内
浦
長
尾

⻆　

忠
夫　
　
　

79
歳　
　

小　

木

輪
島
章
一　
　
　

82
歳　
　

宇
出
津

角
地
ま
す
ゐ　
　

59
歳　
　

中　

斉

川
畑
妙
子　
　
　

66
歳　
　

曽　

又

瀧　

ヲ
イ
サ　
　

92
歳　
　

小　

木

川
端
純
子　
　
　

58
歳　
　

四
方
山

中
村
留
次
郎　
　

86
歳　
　
　

姫

谷
内　

枝　
　
　

83
歳　
　

滝
之
坊

安
田
作
松　
　
　

78
歳　
　

鶴　

町

架
間
益
子　
　
　

71
歳　
　

曽　

又

武
田
茂
雄　
　
　

74
歳　
　

柿　

生

影
田
英
三　
　
　

91
歳　
　

当　

目

須
田
ツ
ル
子　
　

76
歳　
　

宇
出
津

北
方
ヱ
シ　
　
　

87
歳　
　

柳　

田

水
元　

衛　
　
　

59
歳　
　

宇
出
津

壁
谷
と
み　
　
　

87
歳　
　
九
里
川
尻

西
野
秀
子　
　
　

88
歳　
　

崎　

山

三
宅　

哲　
　
　

92
歳　
　

藤　

波

谷
村
嘉
男　
　
　

73
歳　
　

猪　

平

北
山
き
く
い　
　

89
歳　
　

真　

脇

棚
田
由
雄　
　
　

70
歳　
　

松　

波

天
野
ふ
み　
　
　

78
歳　
　

北
河
内

青
木
豊
治　
　
　

74
歳　
　

神
和
住

乙　

金
間　
　
　

91
歳　
　

宇
出
津

馬
渡
佑ゆ
づ
る絃　

達
紘
・
香
織　

崎　

山

大
平
佳か
り
ん凜　

哲
也
・
美
紀　

当　

目

瀧　

守
さ
ん
（
小　

木
）　

 

5
万
円

福
祉
寄
付
金
と
し
て
能
登
町
へ

瀧　

守
さ
ん
（
小　

木
）
5
万
円
分

相
当
図
書　

小
木
公
民
館
へ

大
島
憲
明
さ
ん
（
宇
出
津
）
10
万
円

塗
野
郁
子
さ
ん
（
小　

木
）
10
万
円

青
木
登
美
男
さ
ん（
神
和
住
）20
万
円

渡
合
久
子
さ
ん
（
当　

目
）
１
千
円

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

特
集
番
組
放
送
時
間

月
〜
土
曜
日

①
10：

00
（
初
回
）
②
16：

00   

③
20：

00　

④
22：

00

※日曜リクエストは、「きらきらチャンネル」で放送した番組の中から再放送しています。番組のリクエストは広報情報推進課☎ 76-8301 まで。
　放送時間は、毎週日曜日の① 8:00 ② 10:00 ③ 12:00 ④ 16:00 ⑤ 18:30 ⑥ 20:00 ⑦ 21:30 の 7回です。

４
日
㈰
〜
６
日
㈫

★
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
特
集

　
「
能
登
町
祭
り
歳
時
記
２
０
０
７
」　

　

昨
年
度
行
わ
れ
た
町
内
の
祭
り
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
に
再
編
集
し
て
放
送
し
ま
す
。
帰
省
さ
れ
る
方
は

必
見
で
す
。

12
日
㈪
〜
17
日
㈯

■
「
石
仏
山
祭
り
」　

　

昭
和
42
年
に
石
川
県
指
定
史
跡
と
な
っ
た
祭
祀
史

跡
「
石
仏
山
」。
こ

の
貴
重
な
史
跡
と
祭

り
を
保
護
し
、
後
世

に
伝
え
る
こ
と
を
目

的
に
制
作
さ
れ
た

「
石
仏
山
祭
り
」
の

映
像
を
紹
介
し
ま

す
。

日
曜
リ
ク
エ
ス
ト

★能登町祭り歳時記 2008 春①　5/24㈯まで
　～アマメハギ・あえのこと・鬼討ち祭り～

★ゴールデンウィーク特集　5/6 ㈫まで
　「能登町祭り歳時記 2007」

★文化燦々 ～柳田短歌会～   5/3㈯まで

■野村の自由学校「スクワット健康法～健康・長寿・美容のために～」　5/31㈯まで
自宅で簡単にできるエクササイズ「スクワット」を健康体力研究所顧問の野沢秀雄さんに詳しく紹介してもらいます。

カメラマン紹介　清間　洋（新保）
ひとこと「気軽に声を掛けてください」

 ◆連休中のごみ収集などについてのお知らせ
３日㈯ ４日㈰ ５日㈪ ６日㈫

ごみ収集 × × ○ ○
奥能登クリーンセンター
（事前に☎ 62-8222へ） ○ × ○ ○

内浦クリーンセンター
（事前に☎ 74-1273へ） × × △ △

埋立処分場 × × × ×
し尿収集 × × × ×
能登三郷斎場 ○ ○ ○ ○
×：休み　△：午後休み

■野村の自由学校「桂三枝のわが落語人生」　5/10㈯まで
落語家の桂三枝さんに創作落語の歴史や楽しさを教えてもらいます。

■石仏山祭り　5/17㈯まで

有
線
テ
レ
ビ
使
用
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。【
今
月
の
納
期
限

：

5
月
27
日
㈫
】
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